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';;. ~対んを考えるとヒ iてよ，で 3えのゆ抑制ゐμる

ねヂ仇をイ号る。

よ字そ~バ （ シ ｛ M》ωψ2,.ん ~·c CWL.-ve.d 

下＼ 「 ＃ 佐／／

話、A1(= X:/;l(2 ；~＞） 

九うれ？氏とど f ネ着用部維の白 rE.；宇以孫で、、あ

るアーベ？／ν 与fl.ィ卒 K ついでと、、ク 5る刀、かといゑ

附 ,Uo≫－＇ らこ否。 これに j現して 5匂るとうの｛ま多

r 差ふ的ず、あ~ 0 まず、はじ、めたア r へいノレ今係

ほの免多から i反習しよう。

え義 （1‘イ） : v f 字決え 7 ’ぷ Jν ？タネゑ i手ず＆手ヒ

ばフ失の会ィキ （I);（り毛みムすミとをい 7 0 

(1）李種季今様イふヒして、 γJ1 c r; をえよ ~1~ の

ぬ；~ c,,U.λμ匂仰や Q て，，t ＇） フた a:~a と i司笠。

(:z.) v ょに ~ιi亘 J- x 1;"'' (&-（；.する。

そミ tJ' 1 －ヘ山／レ今得ィ手 γ（== cろ／仏Jムに μ 仰

liJ手 ＞＜ f I到定する。このとき X I~ 留初、 iご

J什 （ Vj~ ） （~ パ 2 fィ1(v;l?:.）） のえとが字也、 し k (J~ 
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手基あj l<.1; U2） ・.-) l<.2.1 fヒ

フて．ぇ9）（ ユ3~3 ~ リ Ex ：＝（〈メ， Ui八fJ.i) ) IぎらJ重ぇ3を

のム通告、fl( ~ H1 (v; ~）） ヲ τ

D ＝（＞ ~a ）ノ(JJ~ 
＼
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{f~ 。穂導者ち〕．

£x 毛X

羊11fj利

~ rていき~ 、、、すの竹｝三ゑゎ

の－、、．． rAt. I d印．かつ

簡単

~ o{.る £： .£笠れてψし1€ 

Dを

ぺ）

た IJlj

U.1） ぱ... ） ・－； U.1 tJ. 

l.{J. ＝の

~ よ

ヲLL之

の~ ,t ~1 利ヒ

し工，. ~ 

て、、 Ujtt'(I ぎ i~ ~）を

ャt= (;;:) 
~xj 1-1 .；~ Z を

、、。よしてもヒいるてれミ

‘ ‘、そ

Z :== (zk/)1壬ιjぎ3ヒ

挙パ cr3, z j と寄さ石

川 u./)---J u_~ 

ど‘ lザ1<v;i）のえ

οをきι 

し

d') 

と喜ミ表わ

定義する。（こ

らわ l-l.11 l.{z, -・ を
,6 
ク．

~ す

~ す

ぬAA)._ムω

ど、
、‘す

て今しとヒ

X ::: L ~·： I U,; f. ／＼はお
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の的 i之老人おそれる。 二三て、、×~ Hい（V;Z）ずる否

こ主主ワもZ=Z。要Lに x"'VI'- 伽ぷ~ ）！］ふてu毒るこ

モよリ、エ帆 Z Id-...if_え佐〈これを工肌z~ 0 ヒ蓄えミヒ

にす~ ) 0 更で

内：＝{ Z ; 3x~11 ~·J -r¥' tz;: Z "IJ' 7 I肌 z,.o}
ピお 宅 ぎ咋Aょ学斗告主よぷ。 このどち向のイ会

長、 ρ え Z i之れして Vz: === C ~／ (I~ ， Z ) 1 t 1 －バノレ

タタオ柔外 1：.なフているこ 'r 11..，... ゑ属にオフがる e

一ー ‘ (0 工A ＼ 
れは交 i ~ 1 .; 'J iJ"" (-IQ ；~ ）で毒否主うな Vzょの園

事 Xzの （J-，｛.主P 、 L の3義倫毛主 iミたどっていけ

Lず、可ど I::: i--) fJ＇る F らて同ある． いま

ワ：＝ {/A E s L ( ~ 3 ; z) I fl (_ ~ ~！）加＝ （＿~｝ ~~）｝ 

乙 おくヒ き ~ 1： 今＇~淡のよう lミイ乍崩す否ミと

ド知られている： "i.pち弓の件免れる戸を

μ＝（：：） A) 8) c) D：き〆i11利 J

の苦うに毛ミゑれ したヒ毛、 μは xi-のイ全受ーのみ Z

iこう~1 し

乞トー→ IA〔之）:= (AZ十 B)(cZ+D）ーiε バ$
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マ、、心処何本M村 A I~ 作 j有する。 ととて、、久切手 ζ と M

z, z1モ〆gi二対しで淡の j司峰／卜主 f、いえる ζ ヒて凶

める。

I I 「んんも川叫Z ／＝〆 （Z ），ぃ ra-1 件当 I~.t ナ（X山 Xzアf…中＂入 λ

よヲで（ら， Xzjを pんしてu 考えて訓告どで叫わ tt否 と

いうこヒ It 5匂はよ半ヰ⑤止f3 f 13 t＇客lj~ ミヒ t

l司 雪之含る。

r r>IJ.·M.Up~ r;t>f.M.t~ 7 
Sザ）.＿ .t-￥：.；何件 〉｛ムμ二斗u.1心ゐ＼， ~ J 

＼、匂Ir》ど

それ多矢川叫札いd，仇 （=: ｝イ~ ）：... の~ぷι作品、m て、、 1； て、、

不変なもの）マ叫ば叫介仰し写 f 乏乎て、、あるご

乙 lt いうまてゆ t 字、、。

_,., 話、メ手Irs-u. 1thル仰がd ♀のでや名P令の芳、、ミど

rちい・ そこてや‘正 ρmゆ.JA..dイじを考え手こと f

it手ヒな勺て＜. ~ 0 〆1 ／戸舎に止f'J--1/r~－ 1 をくっ

つ Lt 、 史 i三バ~－:i/rいをくっつ 11 ，一. I j司ヂ1-の操作

をくリかえして ω帆fLC芯イじ r っくれ否。 こ れ u

j以［12],B件仁川らの金字な純泉て、、打。
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t :::.. ラて、、ゆ年~ 't 1 -- べ、 jν 今年義ィヌト I~~ j多念品費イネ

にある。 c も系宣伝 3孟 1 の ~f g寺実掛手手1 Jc f C 

6) Ja..Chも；伽 1rVU内 2 ⑮cモゴcよーの RA..e.i!<A訓れのチ－－ 1 t~ 

.:j-- 't す 3。 このヒき乙三二 Jc,1 ~ 包 ~r. 1うのと

If 1'~ ヲも k られる P、 191／ え iず

( @c iベ）三 ＜s-1)!c （似帆匂4W-.) 

ず 、ぷ？た つ 0 （この d仇ば叫μ のま~B月＇~私予妥 ［ 8]

を乳主、ま長 RctJ)失 忌行制は Eec= （－~g ~~） 川
iこ号 11 ~ ( ·.・ P~cA/t..i J.ι必Aすい こうして（プC) 8c) 

め~んを考える二 t J之よゥで、るとの 47急手 c

向付仲.~仰をが与ツ島主て、、きし（ム t えば、

T凶Aんわ~埠めよう i二）。

J 紘の代表久匂来季イふ iこついても 1 －八、、／レみ禄

1iトの矢及、 1?1~1l を l亘~し丘のと｜司じことを考え

'{l It ~ 1>＇＂ ある

え義、 （I、心： γを九矛欠乏ヨド特異射わち様イネ， ×モ

v~ の~~ゐ lfil 争廷する．受 L之延＝＝ { Y I Y 1-t: v 
L の mJトて帆 4X三 Ay と ~ る 孔 f'.~ ；，‘よ (./..'' 0キAEZ 
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ドイ与砕する｝ヒあ‘く， このとき μん（巧五）を

〆削~~タタネ準体ヒよかr、， また疋のえてい制抑似・飢~

ふぶv-r..’aえて いまい長の 毛 pらル必内持る どよ，H1o ヨぞを

仰仇J)1,C.’~マ4制川ん併は （ ~,...W.＇乙 er!M.·°rl.-ゐ凧 Cot 't t ぃ ク〉で

わヲ長引は支／ミ L~~ f の~~－~ゆと字

3 ので＼廷にイもす~ ~ ~向付.t.. I~ チ〉く0 tJ""4 1主して

どのく生えの元 Yiこれして Yさ tx~ をみた 7 ょう

9ちを若：え t'IJ'" t事 r~ 1 ~ 。 この〉く。のミどを 仇 M ι

pふん μゆ札と、、う。

ミてこのらのみ冬？きてや基ぷfl-i手＝ c と低えず

否。 このとさ pえのこど昔桝~ヴたク・

1!.主主 (I.3）：少： V→T を作者を衷パ駄今年ゑ体 Vs、ら

企紗狩持突な曲線 T ペの帥学此官、ク~孔念会
制 t::.''x し、し曹、も有へごての tE-f tミ対し、 77 1パー

丸：＝刊の it...i童話 （：.＂＇ とする。トミメを V ムめ困

手ヒし、いか ＇1- ~ tε 丁目対 し て t＞くt:= x I Vt ~＼＼、 Vt

L の伽~四十て凶あるヒ 18-. えす 3 0 こ の ヒ ち i色

えのもly九 εT iこえずして、 6 し x~ tl＂＇ 見IJ:_の ~V' 
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，，~レ仙吋』~し えらが、 X七L もYt.2...t. ~ ~~ 伊らん似川μ、

どを 勺 てい 3

(I、3）の弘明： ゑ全事1J o －~ → 0 →ゲづ O ず~ -1:手 か れ

も d蜘ムγ1ryw-<咋め Mr~折、ω駒市Vt，♂）→ H汽 V-t;; Z）ヒ色

？尽な M刈 H2fVt≫2）→H刊Vt:；亙）／部Sl'<JK 宅令長えしたね：

H1fV-t; ，ゲ）→ H2<Vt）~）局制ぬも考九 -i 0 このど毛 ><t-~~·· 

お札ι争心人必吋ht で私ミヒいうミモ i率九（匂 （X:t>)

（コ ［XtJ ）が、 H1(x；~）／&u~ のキでユ以主の $. 撃を民で

は宅つ~ -j;,;J れ号、、どいうこと毛矛、 L てい~ ( cf. 

法政tマJ）。 砕し ［><t] c ti Xtミ 1-f'(V-t; ~）Iル山肌のえ

とみなし た も の の と ど ヒす否。 いま t, ~ t三宅

~は~Coe を μ成 τ、、科 ,3~＇ミヒ I ＂－ よフ τ 比』ヒ L包の

ん件州~ド、仲 4 れ攻の可 5袋＼~ぬμω」 f、ふrk品

ミれる
f，~ H2CV-e,; 2）／机~

－、、、、．、．

H2（ν；'/l.）／，ルu.irn..~ fσSI -!! 
一万～ぅH2（νt:i.;'&.) ／，仇仇

7'1 よヒ l司 ~J. x 名 Hl.（ν ； ~）品切似のえどみ♀し

たものを rxJ 1＇＇ゑわすとヒ iごす 5 と

{ trJ. ( (9 ( x to( ) ) = [ ;( t11-J ::: f ~ ( [ x ] ）， 臼I／ ち
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以 l乞ム制的μムル ιJ：：. よヲ て、 t L. Xt, iJ＇＂ 匂4ι~ι

必吋ωゐ 存ら f'i・ xhちi司本語Lて、、あ落。 Q., £. I>. 

(V；疋） 乏 n；；矢先 μふllh%.d.~ ヂゑ 4手ヒ L 、 Xv 乏

γ 」二の和ω。μふ4〆 μ叩 4 とす否。 この ιき、

f(4): ＝パ（巧 A...Xv) i手る に 制 す る 礼 法 与 改 バ ヒ

なク、 μい;t',u.J. 今後イ手（ V；天）のノI~ 今 4 バヒ

呼 1lれる。 そこで F を あ る 今 域 Jくとしで、与

を、ノ~ うエ真正記 p をも ヲ pバAんじ~争本ゑイヰ全体

の集合乙する。久 M ♀と ど 』 手

"Zp以（為級 flilの）Jt叡勾検体 f~jえされ f

之、、う ζ とていある。 との争失のか a月 1i、必州Y

州似吟 の長旦論＃＇ '7、 シえの乏援のま.£ fJ月 1::. ~ ~ I之

~ιCJL ミオ℃否。

主J:l(I、今） : ( !vf~.；f;susa.ka.-'s 8i1 Theo陀 m [ r］） 。 f（化〉を

ノLの為法叡 4急激の勾エ良品；で、 いか与るきf＃；矢 4

K 対しても P（”の 4丞f 警告文 i之寺るよう立もの

T-:.'' t 可る。 之のヒ宅タタエ負点 f（乞） t-:.'' JT ＇＇よる正

撃を久々 ・o= ll-o ( P) I＇＇、＊~して、 χ （V; L~づ.：：：： ？（分をみ
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fニす非行実射撃今与が柔イネ γl<t k その，にの 恥ザ£し

ん叫私-<Aot.んんムめい f lrf 弔同Jレ（予うム〉 代々 L. "( t 

l @l"l- t ！. ノL~ --1-o のヒき少す日刊VJ仰、〆ε ヒヲ否。

定d (I、仰の Z守 ~lj ~ェ易合 j手掛.eJJ- lu>側同tτ”み吾．

7こ k え If＇ 系童数多の排~~茨ゆ争忠のエ易令ル芸♀ 3 ナ／

の k を L机 tt.吋匂 A脅し〆ι ヒ字 3 ( ＂ゲえ 11、、／ωゐゐM

[ 3 ; p. 'J.:L Jを見 J )0 "J-ι アーバル多ヂゑ f手のユZ分

ノL這ヨ τ、、あ h.. 1：、、ムc/2. t-1. v-e.匂 ω〆ξ ている否 (c え

ハ11CMiイ凡A [ 11 ; p, I 6 3コん しず L いすいれの :tJ台 Jご

しろ l心えいJ 与改点； r箱洋ていあ？ムミど iごバえ

しよ 7 ・

安~J宝 (l,'f-) 1i A~ （i8 ） て＇＇ J！ぅ。脅長空の本建

Id-定ま豆（／、与J を弘明す 3 ための含tifなん学 て、’あ

る~多重 （;z 、 ／） (cf. § Z） 主主命じ苔之主である。

F
同
u

n可
Uつ－



／／ 

~ 2 Uaiι~1 M仇＂＂ 1-ゐ…

ルλ 下 § 3 ,.._, ~ 6 て‘えの MP.Mむ 7む科助レをま」宏明する。 イ主

し墓石笠イ卒をイえとし、 これムメ P年のチで、， t（今·~必

t i初て〉常 t－：：：. 、 i をイ〈孝之島司イヰとす否。

え娃 （2,/): dρ.It （む ＝0 ~ する。 V をえよ免警にさ

れた九決元特符実射わ今不I<.イ本ど L、×を vj:.. の

イ金免の仇〆ι因子とす否。ノ＇</;U弘乙多：xJ:A;、χ（v；々 ゆを

ズ（v；るX) = d.o・/l札＋ ι・-t>i..-1寸一、十九・I-1..-十氏九

の的 i之蓄を~わすとき、決の 3 余イ守をみたす

~ ~.i:J Jiv Q..＝い） 11＇明日する。

(i) k手Q.= 'l'l.-1 ; 

(ii) ど（は）三凡（¥04x J - Q.＜引い蜘叫肌吋仰向

ふ殉.el.レも；

ω） ＆（化） I手（μ （巧 x）のヒ !J;3' 1ミよらすヴ J凶 d

？~ ~j,_ 式 χ （ Y;ゐX)T＝－＇＇ げ い よヲてをきる． （突 I＃－ も

ヲヒ g象〈、乱〈りの各係答え I"J. 、九をひどっ回定

したときには、 ri..oノ ~＇J ・-・ J 似 の J目玉星治安えの今成式、

工して zれるミともわ。、る。〉
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この%.廷のむ明の ~u仇ん を必ペいよ示。 ド／

の k で／~ 9月らが急のて、、 ?t：茎 2 f ~~注する． ヨず

小ヰの予首滅え多宣 iミ よ ヲ て 伏 f、五整巻文江ら

4♂〔 Kv+u..X) ＝χ（叫ん＋札〉く ） l t f.A. Q) 札〉夫氏 kなう、

暴九決灼 iるをえ t~ (X勺 ＞0 て m 零、－~－ It.品安牝 i国，

主 、 て は》 i 、L て iKvは Xj宍失ミ 4寄る。 そミ

で、はを快ヒフ｝亘えして iKvナ仏XI の♂免支三毛

μ仰\.l.. 必吋~ の手段 ~二九ヒ毒く。 j呈し. Do /1. 

吋/IA·~~ 述、づ Di・ （注I) IJ. 1匂弘 fA.12丈． 』、＼、 て

T_, := kν十（f.lt-1..) x 晶、 ーフ 各 A {o壬必壬w)／~支ゴし て、 t
：＝んスセ （Kv十ux)-2.乙。 D~ ともで ~－，－弘 ＝＝ T..;) i亡

乙 注文すい.：；失のも似改品作はいれ。

。→、｛TA）→(9v（九J→OD.d（九→ID4）→ 0 ． 
エフてじ（T,a)--(0(7い）十ど（DA)1：。→iDA）三o. この手

守点；を A = O,) I) ・-・・J w 1：：. 討し τ仰をヒ j b 、 Tw～

~ X ず’る 3 ミどから

ずいX)-'li,o( Kv＋附九州 ＋Z二。ど（/).4人→ID,.1）孟0.

羊可 て旬叩去を必v毛ふ品pレノしい対し

fし’〔ゐ＞（） ミ -fvor K,.. -r <"-t-.ん）x) -2.A~O t..-° ( l>A/ IA-I/ D,o) 

==X （~K，川叫約一 2,()C:O -1..,o(!J.A,, ~-I/DA ） ミ χ（丸必ゐ件（Q刈

円

iQ
d
 

つ臼
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w~ 札t こ χ旬以）ー先 （y} Kv山九）ス）／ Q._2 = ~： ~0( DA_, 74-i ／必．

~＇喜朗らずにんの γγ1 7失；＼ ,. 専 1と EiL.2.IJ.←i波

乱刊日匂 DA 1.. ・（＇ の μdimのJええ fv0(DA~ 7.ユーl//),J ） も

T二しあわて f二ものでん の 悦 寸 先 の 仇.dM...でL (l' 

らおミえられ 3 ミ rIJ＂＇如仔ミれ弓。 喜多多ん

、それ k i芯済 L ψ 多ヰ ~ii; Q"' 必要て仏、 p交の f （＂鮮明

され 3’不寄会；考 r ~仇仏え l亡守いてく~ C> 以よ

ずえ基星（ι けのも£鍋の似ぷムム..e, て”るる。

~l 免旬、ぇ〉：

3争 jキをみ

ミとる ~~ 

~ 1-I位、 I) ヒ j司L、、仏乏 9 下てい、攻の

λ ヲ ノしの Pタエ員 ｝＼＇ P= ?(.11-) tJ"" fJ. #.. 7 ~ 

／ごわ刀、る fcf. §6). 

(i) ~ p ＝ れ－I; 

山引い仰い （V:,~） -Pt付 fゅ ω 吋

’)'!q孔叫~AN-毛仏有Uしノし〉

Clii) PC川 11- ドル （Y_;x） の k フさに はよらずみ域

主人叉（V:,九X) T='' I'守 iミミヮてミきる色
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3 j 、基ネヰ考え

？を多豆 （3、I): 仏制（幻茎 O ずつ、 V ミ色ょえ義ミミ点夫

九決元幹特婆知事ち与キ季4オト（牝茎ヱ） ~ し 、 vょ f

D 毛き Ji]争、 川い 内国争ヒす 3。この k 要

(I'） 印刷＇）xは VL 叫叫ん内併ぇc,,f，.吋．

(ii) 札＝＝2 、する。 とめ r ~ Kν十之X十D Jd. vよ M叫ム

~CAJ.i句作品、同（特 iミ （Kv+D-tiX 0 D) ~ o t'M i-え主〉．

凶i) 'h=3 とする。 このをき vJ:_ め｛全免の仰λムー

同州イトい仏ゆ下 iミ討し （Kv +D-tJX 0 Dg F）さG

す ふ ワ 人フ（%に （Kv十DrJX"D,. X）孟 o）。

こめ是認 γ~バ兎ノ ＝ 0 c L ‘ ψ1 っ X iミ対ナる

奈件毛タしおめれば申ユ失の%－];£. :IJ VI' GS< ツたフ p

定5宣(3、ユ｝： ~し（I< ） コ O 命、フ、 V モ兎よ定志ミれ長

悦 P夫元特%安身Jb与不手外ヒ L、 P を v）：.. の毛

田きとす~ 0 x £ v より i召 J-ず （x )t-ID D) ;> 0 f 

)f Tこし、し昔、も弘る五登場文相J たおして i帆XI宍キ r

つ／'trt,XI ~＂＂判。仲ぷもも f三ないヒする。 ミ φ と
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き （K.νナD十-n.Xo Do ＞ぐ九－1)'? 0 f ぷクたフ。

この之フの%－婚を弘 ~fj す d た勿 iごます、、

w斗.uJ..d..Li品 ωふん抗、仇 l之崩する Pえの定£豆さえい広

す（ .i1-f孝き文の場合同 Ab/,ya.fl k."-r [ 1 ; f. /. 3 J fえよみ

事二な （J、計二（えキ p A £,h/a.n kar ). V 主体主将、香文の外

負のふ ／t::. 定多されたれ P交え非行攻勢sれ勾待外

芭し、 D を V L の急 1.61 予とする。受 I：~f長）

7 0 の場合 It. 九＝ J tiあ 3 ミヒモ 4五点Lす者。こ

の k き札エ究支持；f妥身zも勾手ゑイ存 v1t 付は北ι：~J.

均匂い材、~： v’→ γ がら砕して決の 3 与？件毛み

五守．

I ） γl 民主M.C.叩初、 1'~以バルベ…叫ぷ£ん叫品

川淵ムヂ心人仇~；

2） 事 tJ.. ~－／（ γ－ 5，~’i1.f.(D ）） モ V- Sl'1 (J)) lと~ルc I::: 

写す；

沿 い J-1tとよる内件丸叶め札 D/（三 V]i草川f

いγんし．
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そ二 τ、、 ：；；）をのと』を考える。

~惣 （3、牧 民 v'1 DJ D~ ~ 毛走法 （3. 3） ヒ i司様とす

3。 ミのど宅 V L の｛金免の 151争 T、 及 ゲ 衿 え

の品川えれ州 -e(f-d竹川凡打二対し

( Kv tP寸T。｛） <I 下日） 三( K.，／ 十bノャず（T)" If" 害事（F）孔ーユ）＿

。、りの私刑： 争仲ょ Y MK~ψムぬみルで、、めんγ

ゅのの れ： Vi.・ →Vi・－ぃ 2・＝＝／ノ；’A -P"" 1手よ三 Lで

i= ~I0~2.D ・ J o ~s ，，巧： v~ Vo＝γ ヒlげ否。をあE の

¢〆ゅ／／i仇~~fγ／まで哨ひきる IJ、、~ tの ~ Et,と

名＜。 I:-:-｛川い（r;げぬゐレ）＝ 匁－2｝ とおけ Jt"

／〈ν1= dl(Kvハ 2,l’€I Ez: ナミわうら (:t~， ι ~ ＋） 

ヒ喜げる． ー念、 ~if(j) ） ご ））／ 十~. bi£，；. 十二三 T Cj弓‘
-<-fl afI ’ 

k告げる f 弘 9・／手正彦彩.. ；疋フア

~;c ( KvナD)== Kv1十Pノナふ／bi:,-I) E.,; 寸弘／Cj－匂＇）号，

さ τ、 f生えの止安委之川六対して戸寸者 は Vょの

仇ザふ~－~ゎ ヒミろ r p宇I ~ 3 ;' Iミつい τ

むのは制定λJ の決え t1 九一2 よク小さいのでu ‘

Ea. ・〆（~ナ者 ） 'h-2.三 O Ct.A tl 子ι<tJ.乙仰し γ／． よフず
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／グ

(KvナD十ToD。（Fナf,;)""-2) = ( g;r( Kv寸Pナア），， 3-t(D）＂〆（FナまYほ j

= （ ~itぐん＋／）） 十戸T)0 /)I 。 ~~（ F ナ~）免rり

= (< Kν／十 ｛）I寸片付ナ芝何（bi-IノEけら匂ーヂラ）" D/ o ；作ナ妥Jづ
= ( ( ／（，ν／千 D／十 ~:t(I） 十2｛，ζJ (bιサ身 j0 '[f。 ~＂（F す e:) ti－ッ
さ （K~1 十 Tl十 3々り・ D/ I? ~々 Fナ長）た－2) ~ 

ミ ζ て、、 川→十∞ ヒL 7 ( kvナP十了 。D° F'fl.-2.) 2 

（んItD1ナ計T) 0 D1 0 ~ t(F）九－2 ) をず字号。 Q.. F. P. 

いよいよ （3、I） 伊 CJ‘2）の多正副 iこが小手。

(3、／ノの （I、）) (ti）の私刈： V斗 の仕えの反え約 pl フ

位ふιtt.c/.. な Y官舎泉主／「とす~ 0 tJ < E <<I ／と i1 Lで

Ne : = f Z j a4ふ:A.(.λ1竹山吻ぷ-,lA..(.以内f十~《
.....-U<. e,J..,私以 （Kν。Z)~ -f （式。Z）三o J 

kも＇ ＜ヒみ仁川；是認 I.1<. 2 ] Iこよヲ 7

j「＝乞t十芝よ） a..,; i!.(,・ 'l>'? ~ < -（ん・ん）壬川 ip ピ＝J,2, ・オ

ミbhτz tモN乞 p O く ~i f区 長よ （.；－＂ M丸刈.__J.~点羽ψえ

句 ルト-e.o ん t/"':(J. .lr.す三（ぅEし、 ν It O となる ミ Y

も~ 'J f号~ ) 0 

(1'J: （~＋＜n,+1JX 。？）＝（印刷~x 。 ZE ） 守乙：I t<r( /<.i抑制vX・11.)
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三（州－£）（X0Zr_ ） す~~／叫（Ki〆1:> + (n-t1) (x・1.t')J 

ミ芝よlai { ( Kv・1;,) + (n,tt) (X・it')}

三Z二iC?. t' （財 t)(<Xaldペ）孟 O

わてい川1）又はい似ス'-l""-ll九州供向．

i宮

c ii) : r K ねしてシ久め 3 つのユj ~ I＝ わ tt ~ 0 

（~f） 「 ＝ D. この k 更は

( K v + D f 2X 0 r ) = むき （Kv+P)fD 守 2.(Xaf>)

三 ~KT> 十又 （X0J)) = 2 fo..(D) -2 今立 （xof＞） 主之 PQ.(I>)~ 0. 

＜~ 之 ） V== IPへ とめ k 宅 IJ

(Kvゆ十iX・r)==(-3十品＇；tp""D寸2~IP,_x) ·~ IP~r ~ o. 

（ぴ,il3) 戸考 D かつ V当 IP2. ミのエ晃令 iま

( Kv + P叫。「）> (Kv ＋以or）＝＝（κν十以・ Zt. ＋乙；匂 ~~）
ジ

ミ（2-E.)(XoZ心守 Xe:::;Q. z' ( Kvf'2.X・J.i〕

三三：＝Ial 〔Kv十以・ん）

三ミてい る 〈 に 勺 い て ム ［；o；定舜2・I] iミよ『 て、攻

の ＠）＠ n、、’号、れザ令申告えっ h っ．

行μイぽA..t③ 2γ t;"" ~ ~ ＇並手＊ L の P仁作九dι

〉 メィ if そのか t づ

てい、 l IJ' t 

《 {i'br＜ てu ある．

むt;JUA..t. （£）：んぱ v ;i__ のオ 手主体4外 47争与えて、、ある．

工ミち pv-"c I) ユ2倉 rt ( Kνa £υ ：：： -2 字のてM
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（／イげ2.Xo ii‘j ?. 0 診、山． ＠の .1~ 舎は （ Kv'1.{·Jコー I~ 

めで（ Kvナ2X・l.i,’jさ I ＂ぺ弘、ケたヲ 紛~ ｝突き f~ 久

( Kv十P寸2-X0 r）ミ？ 0 • 

以，と伺,A.fl., I , 'i.J 3 のいずれの主義舎に S ペナ P ナ之大／~

似'd~＇~-1{-ぇcXJv.e ' ~. E. D. 

。、l) （仰のま正刷： 定程 ο、3）勿きZZをづ f 歩。 この

ヒき命勉 （.l、if) Iごよリ

（んすPナ3X0 D。F）主 （K.v/-+Dノ＋ 3$~（X) o {/o J~Fノ）ーの

今 γt.d)ts1·~ん sw1a..c乙 D ／ よ／ご、 会／ミよヲ f j 、長／こっ

J；、れ 手 ょ う ~ ;Y I 示室何リタ卜て妙手象 1'" ib it ri' , 子れ

を+erw-・向wn ~tt ~o こういフ~ pu-c.品 4 ~ ィク

返して、 仰t)J·~ 叫<:tCと DI/ 品、よ〆おふわ、ωι
取~んμμ 式： Dグ→ D J グ： D／→〆＂＂＂ 1手-AL‘淡の 2

－§： 併をみたす。

I) Dウよ二 iζl手九 iミ主勺て i芝、につ A：れろような

ぅrI 季金例外捗き·~ L1 (J. J主しない S

ヱ） ~JD/ = え・ σ－. 

をとて引 X0 D ：：×／） I 下。 D＝＝ 千b k毛いて

ゆが（九）＝ ρ〈ぞ（下D)) 恥よ （，.＇＇
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iくD〆＝ ゲ尊0くγ） 守 E -wict 向 （E)=0 

l三辻義するモ （fく／）／ 0 （~jtf）勺 FDJ)Dノ＝ (KJf 。t.＇＇（らけpl/ も

1号る。 よって‘

(Kv1ヤD1+ 3 ~.＂1( X）・D〆。 γ（F))= (K.ぜ＋3 （~11／）車（×p ＞ 。 （9-J o)'(Fp) 

::: (Ko／／ 寸31,_＇辛（Xr）。｛＊（Ft))D// －－’‘‘』②

ミミず 攻めユつの喝会いわけて芳える。

（句A I) D11ミ !Pi内包冬、 この多；~令 iな

〔KD；，パ 3(-Y(Xp）。ぞ（下b～I '= 3 （む＇＃;pa.-t,/(x:D) - I ）吋~lf~） 

2二0 一一－②

〔ω え之 ） D句 /P2 の ヒ苓‘ この喝令‘ pl;ょの ωサええ

i舌ふ H をか h つ Ji]定し、同モイ金支め _if_笠釈とす

れば Hm：＝ が（XD) －＋七H t DI/ょの μ ＃ぇ札ー仏羽.qy

である。 今、休養r め O く 乞くく IIこ対して

N:1 := f :z ； 今必~午、ムふ D I/ ,(.;J .itl A.U.) c凶作uU九
し ,,,w.,cf....払ぷ‘（K011 ° Z)D＇＇亙－£ ( H>n.. a z )D／／ 三D j‘ 

とおくヒ ふ［I0 ; :lJJ /. ?'. 2] I~ よ？て

ザ（Fo) = Zε＋ 2ごI b＂＇・ ん

ミb 主 1 z, ~N/, o<bも壬 R d-,・ r}; ぽ wゐ~ /}A丸、ωえ

似 M 剖 1-i （ゼ＝I,,2.; －－~ fA） ド 為 4与する｛イ主しメ:it:::. 0 ＠ミ

モもおとり待~ ）。よフて

F
同

unu 

司、

u



2/ 

(Kグナ3H仇 0 -Iv~ （らJヤ＝ ( l<Dゲ十 3H?'>t o 2£ +2;.; bバi' ) 

ミ （ J-£)(H向。 zfヤ十 ~＜，：：｝ b-t・（らけ3H札。ん＇）C>//

主玄：二片（ら。－＋3H.帆。んルミミご九句。ナ3J./( ><pJ 0 )tふ
ごとで、、各 4’／ミフ ψ てふ ［10；定王室 zt] Iごよフて

コえの＠ノ⑤のいず’れ f 11~ A クたっ。

.mi はふι~ ・. DI/ IJ＂＂、あるせかまiL の F乙仏A んんで、、 l P、

S ん＇ Iまその （） 'r つの f'bN （‘6る 0

~~品..u ＠：ムー 1-1 ））／／ ょのオ r 花例外 dP$皐て、t あ否。

とごち f)"" ＠ の場令／'J （作。。句。：-2 f; I / （－~."r><pJ 吟ヤミ／

（！）の j.~ 合同（らI/ o 1.1..)pl/ = -J 内 ｛t,/' (X:D) ·).i）グ~／

tJ.µ..h~ りたつので、＼ いずれの兵器会に 6

(Kρ。す 3J..."(Xp) 0 lz:.)0,1 > 0 

をj守30 ょっ ~ (Kr/I刊行礼。 ｛＂（ Fr))p11 ? 0 0 とこてい

m う t00 とするとどによフ了次の不~ iv' t;"" 

UA..e.. 2 の場合に tb1X、ヴたつ

( K011十31,汽XD）。丸町下D>)pl/ ~ 0 －一一⑥

尋伐にむ I @/ (j)） ③』ミょっ、はA.Ll.;2 いす、、れの弓令

に 6 (Kv+ DすJXo D,. Fノミ 0• GしE.P. 

(3、2）のま五 θ月： 定必（ふ j）めま己号を j受うと、 命題
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(J、りから (KνすDす 九XoD。x包勺さ（ι／十 ρ／-t?1..Jち＜）.［／・ ~｛xfヲ

~ 4 .！！る。 と ζ い肘／悦×l油 似 向4 伽ぷμ で

't f らア炉DII恥 fο＜＞I6 何4ιμ仇t~ 品 ε す‘、、 よ ；＞ ( 

ぇo(D~ /)(_ (Kν／十 Pペ十九 ~ll''(x))/p ／） キ 0 ・一一 ＠ 

をいえば、 （Kv/ +If州 Fそx）。0/0 ~ "< x) ?t.-:J.) ~ 0 {;'M 1lXクた

ち （3、りの弘明日終る。ぞ乙 f @ t ~、そク。

( c f'(<xJ IP/) n-1) = ( c×ID) 1l.-1) = ( x ?1--/ o o) / o 
J亡 5主えするヒ，l、干のテ荷揚41l必 （cf. JI／え［4 J) Iご

よりイもえの正宅ttx t: l之かし‘

ズ（ D~ K0／十t＇初 ID／） 二式。 （ D う Kp1 十 t~ ＂＇（X)JD1)

Z 乱。（D1) （κV +Di十 tf叫D/)

τ、、為ツ、 しか J ミれら 11 ,t-のき勺 F り n -I Jえ

の今攻ム、弘めで、／ぎ九番 t 否み 4 1笠微 t,,tJY..' 

r与（i してえ。（ D~ ( Kν／十 DI十 ;tot/x)) I D〆jキ 0• ごミて山

元。（D；慨印－to) 1 ".¥(><.)ID/ ）キ O J::: 3'.主えすると

町 （Kν／十 D1十 nj~（x))ID1 三悦（ κし／＋［）九 to ~~（X))j〆十 m.(n-to ）拘Irf 

jミより⑤を得否。 Q_, ;:, ]). 
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~ん~ム品川t, cA-t仇 ~c.-eιど~レ外ぬ制U§ 4 

v 

（~γ’vル〕礼〉欠えれれタタ

（%至 1) 0 受iミ

いすいれのしヒ仏此（えJj手｛会え

れ た

之、、 t~

えよ %＿名、ミ

この

も

cf2.をと唱え三 aすヲふ柔i牟た、、と

同σ） ~ '; て、、のわと。るT::.."' eす~人吋弘,J_ ん~ふ

ピを手 4布ぞ話lj i之丞dフ
〉

H
t

9申、、~ で払室長室「チ， 9)

る．

持 ll

をす

定義、件、 I): ぶ石から｛’沿..,,r,；臥AQぷムん ω吋ωωペを

とN＝ぬ.M11 る．ムムμベ〆句ぬ制U 速す

炉支め

のぃ、 Vよそで＇ 1i 

主治..h:~ l"Vf (qi·~ 

fPN( JZ) OJ 

ぺモ.f1t ：γーラ IP"' 

W 仇 1えjどす

合ち

Ht: （＜，’＝f.11..1 -.，必）を

匂山内~ヒ L 、ザコ

咋ぬ4,...(.’d今仰いゐJ

--~1 Iζ 」釜んて、、点、く

る

も」二

れ

て

さ

を

2:i：， グう ＝0 て、、定義

（／孟 L’ぎ ρ ＇ 1~／ -aN)

/'.::.. 
ぷ

そ否。

モt2

いま。十よ
ノJ.. るI= 1 

A i之主守しJユJ:.-r＂＇考え否。 正笠季え

は J:_） 仏九品cA"n町し・治以ふ’~守 iミうE る

WM川l.AJ. 仇~、

れた γ，L の

書と

と P手J、、、。

号、

呼千ι必シバ <At-cえL ~..1 "° ( H,oHz o・ o H-6）の ζ とモ八問

、刊以r;.J...fo A －料Aぱ山M 紛恥単ム立を人
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色 、主主縫いいう之、 i「 （~ yxp＂＇） を至人の

4-~寸K t. L 、 付 1: 「 → v (N-4ヂ・ pr:;.: r→F N) も

仰i.,twv.,丈仰~~しか式会いid （叫.A.e仰は ）f-ぬ弘 ~ 1る

kぞ

Ar..()J = f'η水（凡打H,o H2 o・－ -. 0 竹））

と合く。 愛 K 11roコ＝1ι す苓。 こと f 心、肌ふ （fA)

〈必のときペμコ＝O ~tj:~ とと iミ必ゑせよ。

予主免、件、 2): / J Bs A をへの台必附イ全体品、らがる

Vのわ令室令ヒすも。 この Zで HJ.)H21 --・, H/.J を

十分ー荷受 jことること I：： よづ 7 . ;f~コのいか E

九 W斗~も s~ (V）υBsA ＇二 Itiまれない tI五

乏しマよい。

ユ） )I；戸→「 frの川知d-t’乙dふとし、九：＝＝ P'1,・ o〆

（ど＝＝Iノユ）リ、く。山の fvx-vJ.~ ~ rれれま

訂f八＝ F 十汁JI cν ＜ n I 
x喜11 る。 l -/)' t ~，ん制点叫~Iご内 （F) ＝ゐ A.

ごと 7、、 D,J 九、－ ） ら寸を V ょ の 件 免 の ω誠九

みん切るペヒ l f之どち

( D, o九。...0 f)n-A o八日つ＝（が（D1) o rt/U>:z.) 0 •• • o ret°( Dn-A）。ゲ（げjつ
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がふJクたつ＂ t~. L f-/ I "J IP N の伴走の今仰〆肋t.L 0 

M 〆叫 μ ゥ叫匂めよて、の以叫ん片山』7
1ごっパ t~ ｛~リえ 11、、仰向 ［ 5" Jけ段い 0 ) 

3 ） ん叫ん匂ゐ岬tA 毛仰、川"4Jルωムィ2よま τ、、かろけ

て考えて、 そのナ分 J 潟支なえA Z1.) Z2＿， ・－・， ZA さど

る。 これらを v ：＝ γー （Bs A V S"γtV)) Iご本リ F良し （－：.

舎の／'"J 

Zピlu ご門官（門オ（町 ）) J V ノ イ＝Iノ2;>＿.’ノ A_,

の約 lこ喜 げる。 X ころで、 pr111- f~ -I ( 7J）と U の

♂Mヤμ柿t 毛ふんH~ するのてい （Z1Iv)0 (Z2/v) 0・ー。（ZAIV)

＝八［AJIv o そミて“（之llu )0・－- o ( Z..ci I v ) = ~ at・ o t' ( a，ζ 

2+} 1i ~ v）ビル少のゑy;J ，，，の砂 iご害くとき、 J)

iこよリ A同二 ：£ 々l;; どタゥてい弓 o 1 ll L )a.. ii: rt 

Jどの Viこ色、 け 3 Eん心的.L

ネ高芝！（{l,J): v r、例J間以け η 攻毛身ずれ今キ手ィ卒〉て仇

ふ っ氏ヒする。 受 l~ /1. ~ （込，11.4);,"fn-al ) u.ぷ4ゐル叫~

f ら~る主ていない V ょのふd心匂d仇とする o

4 ＝ゐ、肌 Lw..(£A) t i・ 宅、更 i之×を V ょの｛を走、の

伽ψ~ 仏品々し／t;j 寺ヒし λ どで決 V i'Xl?-. 1 ~ 0 
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向みt 八重（》〈九－A 。八r~J）十ぷ－ / . 

(4. 3）のま正 H月： A=0 のヒき l手 β月ら語、与のてい、 ..4 

主／ヒイ§.j主す否。 エ肌（£.A） は IP"'（但し N＝似 ;1）。

必似叫叫作てい、 L t;、4 灼 I可な 3式γμ， 判 似 ／ て

も1まれないのて込

N ~ d..噂pNIYll.（弘）リーI= ( .r~ （~1 ） ρ H， 。... I>仙）十 ..a-I 

ヒな 3 こ kP よぐかられ でい否。 ヒころ f ' 

XL  Z 伽サμ ていある夕、 4

( lm.（玖）。 H,.. --・ "H-<l）孟 （Xn-,oo £J(H，ト 0位以＝ (Xペバヲ
よゥて N ~ ( xn－ヘパC-o:J）十ぷー／ Q..芸.D. 

補、·~ (4.り：向、3) l l司 L、、争仲の t t Iご、愛／ご A"を

A の fをえのル叫ん μ ム似ん供ヒすれば、 o~ i＇ぎ九ぞ

みたす笠を矢 t、lご討して

ぐ×仇ーι。八t{,']) と ( x ri.,-i。1rr"JJ.

(4、4-）の弘a月： <X比.－.c0 ;1/ c 

を各以 ＝＝ IノユJ ‘’‘ J七 ／ご矢ナ L て志ぜ l手愉よ L、o ／「 （~

VX iPN）を弘の午叫孔 J f勺 gVx IPN） を歪ll! の ~Hバ
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t L 、 ν：戸→ん 「／ も rx r1 の ~~私れι どγ γ  

す~ 0 そして ρ：F→ v, i : F ~ IP "'J ~／： r→/PN/ 

~ ~ゐ0 凶作λ品、仰としたヒで

〆IL== F －＋ γl 今~N ( 1) I 
p'/1/ = 戸／寸争／水lcいノ＜I)I 

と 喜け苓。 ここて、、 F1-F ::::-. （ρ:r 11.／の戸%之κW沈 J

( ,or/1. の f＂κd 伊f).寸）＝℃伴ぞιイルe~吋ル 字の τ

付J H1 モそれ吃ゆれ P℃ JPN ／ の向~〆似d t したヒ

争、約～？旬／十 '1f.e-cA1-w仙叫んして

｛×V九八／［：←olJ0八ColJ）ー ＜xχーら／（Ct'-olナ110Aro1-1.J)

= ( (p’X) ?t-io （苦句〆）付。 （'t1H)°1)-( (p以戸大 （i/" H/y<:-rA十； ft.'H)"'"-1)

= ( O""x）日。（？／幸町）－＜.＇ーへ （f"H)Oi,-lo( fト1- i1tH/)) 

= ( （〆×）＇＂＇－；..＂ 0 （千／同1)A.'-rl.o （~川氏ーlo fイ件J-,H仏叫fY））這 o.

1且 L、恭後の不写きて叫 11.、〆人容／車t-11) f* H 〆F’よ

山近l~’cJ1.手＊cA~セ τ＼Iふるミと f （~ ヲん
Q... E. D. 

この件、りの不等久、て，， . 過もなる‘パ対し 7 /J. 

等毛炉ぬっ λλ ず、 Iミ ゐ私A、よ な汗等ぶヒ号？で

やるノl/tJ ¥II¥ ある。 イ刈え jど
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補遜作、5'): 件、 3 ） と I~ （ 条件のも X I~ 、受 I:: , 

ゐ叫工yr¥/（弘）ェ札をイ及克する。 A を V の μ仇 a

仏 xA納 J で、 L かえ (l (fl ft・x. .ed... ~例制丈で、ない E

す否。 重／：歪A i~ よ~ A の μゅ.vしふほ~ ~A(A ＞ の次

元ドド Yく札ー i をみたすとする。 B モ至λiA の

子刈ぬAf/6nも ヒすれば

（な） むゐu B = n-1-r; 

( b） ト ＝｛ Zε八 lr併 （z ) 2 ~M-tf ( 13) } t川 の μ助

制勾ゐ帆て、、しかもんム瓦＝ぬ九八ー j をみたす 3

( c) ( >( n.-1-r 0八＿rr+1J）ー （X九＿，＿ヘ B）ζ （X削ヘ λfr-t/J）。

( 1-.りのま兵明： (a..) Iエゐm ・ ふえ／で Zf .il. t''' if Iご毒す

る余 4牛 rt. 、文~ J;、す~ /PN の匂仰〆~'II＇、、／点， fA(B) 

も~る余イキてりあ 3 ごとかる、 p欠のユつのごと

炉、いえる。

1) x 、、元は〈の〉長五命、ら、 3在 i{::." 11ミず

る。 ！..p"5 (b）ドいえた；

心件以却叶惚ぷ:12. ~匂ι 戸叫えも含めて J L "fl' も ~：由

持品守 主とめた，， J色、、免、味 τ二（λのね:-4-L1..o.~ ) == 

〔ムの h.Le.！，，，.~ ) v 8 
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でτ（c）を多止 B月す 3 た勿 1: 11. J A モ 仰向ルt，孔J!_

~,fl. まで、、かち IT Yごとこラで、、考え苓． z；ノ
Zi J ••• ) Zr+I ~ xの t 脅ええとす 3 官、 各 5u作 （z_.)

コB0 よってよのユノより、 Bs A のタト煤リて＼

z; 0 ~ 。ー・ oz；千I= <X・f;ナザd 比ャムJ 陥／ふ

ヒ写る。 ここ f B s; !3s X生めて、、 JfD--ttJIt rX.・B 字

る伽ザ州飢Z i主iJ- 'j. ぃ。 ー者、 8キBsA.IJ s,.，，＿ 仰

によツ‘ l[rt-11 f の ~cld,，~） ＇~ぱ・ 8 ~~~ 

5重んても、いると L てよい 0 4）乏フて（c）を得手 e

込先、t ( /f却 の（りのをp令の弘哨同ぬお4えまで‘きち

ん三宅 11 I ず、 L よ~ ＇手少々減給である。

補題（仏6): どチ.3） ヒ l司じ、奈併の iちと t-= E を A

の i生免、の免乙する。 この乙き 0長任九写るほ美、

例繁華氏心 1 ：：： れして〉えの不哲治~ -Q＇＇、ぷリたつ s

〔Xn-,t;' o八戸J）三（灼・ ｛( X n-1 Q E) / ( X ~ ) -r.: • 

件、6） の弘明： ~ 1: イ：：： 0 のとき 1；； 司月~ t;＇ 字の

て＋、〈主 I ~ 守る。 (4‘ぇjの 2） と i司ヂゑのまC号をイえ
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うと、 げA の fix-e-4. ~ モ F と L たとき．

げ;l= F 十 d/(9rpN(1)/ 

〆介ょて、、~りたっ。 よって行を IPNの匂μ 〆仰
とするピ、 rr" ;f i=～ F 十 ll.:i.tH o いま K：＝ザ＜X)

tづ l午：＝rt:i."(H） とおくヒ、付、'2.） の :2) O、ら、

（太九イ。八ci1)= （ヌ｝%ザ。 Hり。

- ~ 、イXn.-J o E ) = ( Xηー1" tt／~） = ()(n--t o F) + (x九九'HJ

? （交－n,-/0 Fr) pl'' "IN. 'Jたゥの f、各 ι’：：：： I ,1 2; --・ ） 穴

i三女手 L. 

( x?t--i o A'') 三 （~り ( < xn.-1 o約／（x勺Y一一一 φ 

壬手ゼ jピ言正明 1-J争冬否。

三金ゴ包之： 介ょの仇～凶ぬれ必弘 A を ひどっ b ヲ τ
く~ o x, 'i1 t: t iと戸よずい仰cι叫叫 ~ck何宇

めて嶋、 文民 ；＝ 文十すA) 月二：＝斤十fA > がらも一－ ,I 

M ’くと 、 文＝j，飢え；（ ' 斤 ＝ 1ムム~
。〈・歩~ ’ 。t宇匂

4し．μ叩A 必のんんi の的／ご喜 17否。

せいpむ

よヲて撃をえ

七を 2 ぎ＜－＇三札をみたすよう l之代美、＇~回生した

工宅、 下 L め~仏叫しゅんιζぇ~Ah叫（~u rJ)るなし主

《 ＝/, 2, ・- / ヒ正孝考文めるlj 八吠， of. :./J 2，、． －／；＇＇、みらし

て、「」ニて

F
同
d

q
J
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ら三八弘文；ヶヘ H:~·－ 之

ず五三ワたつようにてH 含

め制作ぬλA.~仏t ヒ L、

毛。 ir;j,:s：→ S吠

xム：= i≪# （支払 Is<><> ) 

~ s°' 

ト1:; ＝バ（白；tIS~ ) E恥 ι せ‘心 i孟 S/J:- て、、

制札川ん’乙ぷザイ千ムム・代 かっ ( ><: 2) ：：：入弘（幻’川．？なう
〉むが込 ηkつ の で 、 氏以号ムム.tl..w.或W 羽化 iミょう、

( x: ＇）.） ・（Ho/2..）三 （X/ 0 H：） ユ

ミ今鳴る。 与っ て 〈支ふれ）・ （ ~1oSci. ） 三（丸・白；（ ~ So1）~ 
向』立主（入札）z. で争iって決の不等 zえを得る。

（げ叶ヘ H'""-<:-2).（ 文；f’九百二）壬 （x/1 叫·＋~ff／~~
三れ I<1 で.（，＇ ; = （文♂切。 ir/:J/ ＜文f引 I0 Fi: A.1-/) 

.(=2，~－； 7t. 

~也、く

b実 で4壬マ：ピーi 毛免味する． 試にでぶ壬丸、 I三一三丸

三れから ( x:-A,・。Hv.＂）三（文 J同 ＋Io Fri三-t'-1). "t1 ＂よヲて

これ主ム必Aよいεiて｛安うヒ

( x:1t九ぽ）主（支ので1.(,.1= （交わ（（対七百心／（？の））~－ 
之ミ宅、、ぷ→＋ω とすることによ ＇J (j) i¥.モ得る。

＆、手、 D.

バ免 （IJ..り： ょの S初 :i. l全く j高じ、議論て叫‘ろ之の

ミモ 9甘いえる：
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W 毛（附d句。Iマムん）汎 P欠乏われタ？ ;f急停とし、 A

れ ザ B ミ W L め州北l-~＇cd句作dムペい必.t"1レ

ムぶ~ E する。 受 iミ （An)> o も仏免する。

めヒ宅 1主任悦なる伶免、のど i之対 L て

( A免イ o a<-' JぎぐAり （（An-10 B) / ( ;f''-)) t'. 

補足重仰の： μ、3） ど l訂 L、、奈川の t ど／ご、受／て 11'

~ ;1 のふ~ゐ制んがゐ札 7、、、 -11のえ E Iこ対 L 、手 l~~、

（山一（(X"-I E.）川 九 十 ／

ぐX九ーl。E）／ どκπj ミ2 1 

をl司援を ιみたしているとす否。 このとき‘

ゅふ Im( 1A:ノ）＝仇。

(4. 3 ） の~~ B月： うfii 5忌をイ受
。

、フ もし ,,() : = r).川工悦（至心

が ,(J＜札をおた L ていたヒ 1£ え す れ ば 、

d，・州， A／ 壬 ぐ×”－A~ A/ ［必コ）＋ぷーj ［γ 件、 3)J 

三 （＞＜筑－A。./lc..o:i) -T .-o -I [ 二・ （チ.1-)J 

三 （えれ）・ （＜x九九 E)/ (X'n')) 4 + 4-/ Eγ （4,0] 

< ( x勺・ （(X九九 E）／（門 ）n-1十九ーi CγAく札 1.

これ以手信 Q‘E. D. 

司

d
唱
E
A

円
台
U
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ミて、 札を ;1:.笠敬之し、 尤の V j 攻勾エ表示

R心的 J R,;_1 （尤） ~ t の 九〉文句エ号lA R{ ＜土）; R..n* （七）を

求めように免ゑする。

下いは）ミ <l ( Eζ；ν） 

い）三法了f キ d...;t 

R..;:, (t) ::: （れ古）;C n.-1→九

ば（合）= R.い走）守 R.,,(（右）十 I<.:｛士）．

%. f,豆 ＜~.r): v ~ 持笥妥（九攻る和むタタ才~イ今 ） ~ 

し、 X 毛 V L の匂YL件 i通手とする。 E を VL の

liJ ~与で尤：= （メ刷。 E)/{Xりが t"~I 毛みたすとす

る。受＇＇ o{ == (xtt.） 乙あ‘で

dんらL I 'G I ~ R1/ ( t > 

台、、、がりドフてい 3 ヒする。 このヒき ）E.！の過

当な心叫料’ ~...4.ーて~ヂ為ザレ A V、イネ ("J;. し て‘ ニ突の

5各ごイ斗をみたす e

（心 。えぬレ I'fYt, （ 歪~） ＝ケし 3

〈めをA 11 VJ:-め 如 何 （J. る仰ふ"1.,.{. ねん4札 D 志

加ムAよしない、 ま？ち D め料吟~しふマι チ〔 D ） めエ定

之 i手挙 I~ 礼ーI j 
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(t) V ょのす口伺~ ~ μゐ叫んん切純 D lこ対 L てき

仇 存D(A~ ） 主す子十 l
｛~ l、 /l.肌 1111.の内心地似のごとを免叫する

とす~ ; 

u.J A叫んの J 鍛え品川ムはAA~ 必AcR-d..;

（で〉 μ”ι八さ尺.，：1( t;) • 

( 4. 7 ） θ~；！ f1月：正坐1: この s，，匂 て¥I J-;J: 3余件 （（）...）ノ

(h）ノ（ c) ~ みたす A の持砕をい名、う． そのた材

に jE. j の ム叫4ノレ訓ムァお札 A(vJw-) ( ifi. l v, w-I手納ー

九~~毛ふ勾ω〉てい似札 Ac勺 w） 逗 dt制十トl をみ／ミ

すものを与えのようにふJ.«.r.A..ル~ Iこ芝義、す号。 主す、、

市町 o)= / E ／ヒ色、くヒ、 4心，...

d近叱イ十九 －I lま 3とイ件カ、~ 13月ら ρ、。 そこ τ、、 ACγ，w)

f 完義されたとする。 （このとき 11.（句 w） で、、定

義されるはル九d M ゃ九w-＝＝ 弘（v.w-) Iよ妹、差是 fチ‘ f)Iて

よりん九ん （f.円 w-＞こ礼をみたす。）よフて． ~ 

lぺ（ザ1vJ") t;t-' ( b）の＆ 14-:t (c）の余ィキ 4 み Aすヒず

るヒ S勾 f rt争冬、でしまうので。、 （b) ／）、（c) ti＇~、北

たされな＼'li. 't してよい。
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i事 じ め i三 （b）か、、みたきれ丸心ヒする．震Pち品る

μふるん判必乞 A ''"' ＇＂ヮて、 fir,w- Iミよヲては~cえ

ミ れ も E する． A の μ作叫んd守£九＿， w (A） め伊ゆta.え

伊仇止を手ヒ し、 Acγ） ur) =AC句ぽ）111'.礼十 F め石多』＇ 11.(iぅw)

ミい叫~ f>飢え Ac10w-J仇 Yや4以内え F ( （.こわけ

る0 .／＼＿（.叫I)w) : == { z + F I uλ（リ〉叫 Its＂＇仲間三

（チザ［AγI( i） きみたす｝ ヒ L Jt 16-＇＇ 仏 S)Iミ よ夕 、

ぬふ、 A(v-+I,w) = んいAcγ，w－） ー／

Z乙I（け九Acw刊）山）三（玄ぷI(X1t-l。λ（叫吋Jr心）) -/ • 

ごうして λ（v+I;w）は iすいを勾μ 工のゆぷif,干し

ヒよ A；、 e

〉文 iこ （b) ti＇＇、がたされて（c) f、み作されなり Y すヲ。

とのピき V L の~乙ル叩此，， D てい

バ4ふ秒、 7入 （11 （町 川 ）壬 J手；LD "1)-tU. ,., I + I 

となる 4 のドある。 ぞとで、、 11（句 w+/):== { z十FI 

2 € .A(v, w）州みは 5..u.仲間 2 D きみたす｝ とれで

てが宅 3 川崎弘仲4はめ完全~＇J

。→パ（句附I）→A(v-,w-）づ ir0( 11.（巧 W叫，）づ O

をきえ~ 0 μ悼む Tr-0(11 （竹町 仏J j, 1- .lt..;.叫ル匂~骨化と l 

τの攻えであフてアr-0(AC吹，-w-），，叫） ~ vぇ品化仲孔仏と
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L てみれとミの P失えよツ / f='' （ア〆j、ざ いのて

ルパ句川／）さん州リ）ーオ~ -/ 

主 tJ...~ n-t十川－-#if -I 

> 0 f：・仇~ 2.〕．

ょっで A( v-, iv十I）キキていあツ、こうしで /1（句：， w-十 I）ぞ定

義するのを匂~ JI のゆω ル九とよ，3~· 0 この今μ

互のゆ~初の場合 t Aじ1ろur-tI ） めプ；＇;e.ul.~ ど L

て、 /l（。：＇w） め Ji'x..d. ~ F の Jま F 1-::: • l_ Iミ D ず、加

わるのてい、材、 ~（手、 S） ヒ J司坊の議扮によツ

ぐ×n-10パ（V-,W-十1)) ~ (X削 o/1. （ザ ）-w-J)-I ,7 

これど向、タ） ，.，、 4 淡の不等~、を得る。

芝：＜＇~；＇ ( x:,11t-i 

以よの Z つ＠伊以勾礼の考察汐、少、そ t そt

A （γJ材）バエえの手写ぷを j司吋 lてみたしでいなけ

κi手守らない。

仏秒、 Aいほん，，，／El-v-w（ポ／ナ 0・ φ 

o~ 之：：＇＜ xベAC-v,w/i.J） 三伝：－l(xn--<-'o /E/c(,・1）） ートW

-－② 

きをに γ 三Zよ；I( X?t－－＜－＇。／ E/f.t'J）三 R九ct> r~・（付） ] 0 -t 
A（サ）w) (/) f /x..l(__d. P-8-ぷ民 主 キlj更をミめて少＜ ~も

q
L
 

円
ベ
リ
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いrf圏の ω帆~を／多んて

== r).. ・.t 金ψ ルり fζ づ o ぷ iこ C A‘母、ら定／－： ／交の不

ずバを 4与る。

い八（竹w) ~ ~IEI - Rn （土）一足~ (t) 

~ r<.;.1 (t) 

tえづて～μ 工の ゆ 仇 ぷ 鳥 肌の法令‘

ぬふ八（悦t)w）ミ R.;,1（土）ーiミぷえ n.-1十九一l) 

勾俳立のゆ以ポ帆 Q/ ~事令も

仏札 λ（v,w:十1）主 R;(,（尤）ー」~＇ _ I = ~ ._;tn-1十 n-1
’'Ytf-t・1‘

ず告~ 1 （：：.. ち、山ゆA品川がふは必~ ti ,,w..eJi.－叫川＆ であ

毛。 し旬、も②ぶ iま翁伎 の μふは必 ド Ji} ~i_ 131て、、事冬

ヲて しまう こヒモ言、 L て、、五のてい玄危ャ 1＇事え 3

③ 

しf之 o

z丞牛ヱ： し内、た人 5んφf て、、 （o..)) (I;ノ） （ιj モみ~ 1 

11 ( ＝パ（γJVJ") f lfY ~毛旬以r ） グ f/j ~れ A /t＇＇ 、 。 た よ

リ、ん机 Aさ疋イノ （~） ?.,pち （-e.,)tみたしてい 3 こと

lま明ちか。

立金1L3 : かくしてタ余イキ （o..) , ( b ) ) ( c) , ( e ） ぞみた

すような／＼＿が、 4寄られたド、（三れを xヒ暑く

主にする）、とのチ全ィ守のほかに吏 1~ (d..) tみた

つ臼っ“つd



3 8' 

す￥うな 八主砂づけよう。〉交の 1 つの場令 i三

わ げる

（叫べ〕仇（長）こ 0. こめ r~ 持んι 工帆（む）＝丸

三2 ~のず亙机みん 6) ;l涯によ I) 天商-1 めー鍛え

11 ふ以心ゅ収ι~c.ι4 t.F ち瓦包舞台帆与t件 （rJ..）毛み

T:. 1。

〔~ 2) d.._wし〔-I<_）エ炉＞ 0. この多基金 4 dNムム（弘）三 1'l

主之主れ で λ同八 i主伊t.vtえモ M問 料 叫 しな山。 よフ

( Jl肉ノL の r 紗 え 11- p~. ( ／＞＇~ かゆ.&1.- ~切りうた妻け

るuE し式 f~キ υ ｛吋）。 そこてや Ao:=:: { D E Drv (V) ; PふD

E /1 吋ノ~ ｝とおくと、外企のある F伸也知MAa.«ヰwψ~

i亡ふ丸山川ぞれた訓ぷ~微吟 CJ> 力引存在 し τ 、 をえ＝

令。歪Ao 三毛 11 る。 Fをん叫んザ仏札 人 の f1；賞品

~ヒし v L のふみμノしルヂお札ぺさ

八：＝AoナA。十・十Ao十戸

ど定義、すれば、 .!l '" /EI の k;..t.Uv 抑勾~てや、 し

か t I\叫の J 鍛えはム叫Mo~ はJ.u.c4.IJ. J i？ 予会 4ヂ （d)

5みたす 0 11.~し＝ご~~二二Ao 2 ,A'l.MM〆れず、ぺが、会
・p“／Ill 

イキ（孔） '(b), (e)J 仰をみ r~ J ミ t 番号ザ 4 6、。 Q,E. D. 

円

Jつ－qu
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~ s ‘ふ心4ん竹~ J三 補する松段のえ王室

、の~ 1.‘’ 1 'l 長綜イ6免、持がヒ L、 Vi正式 ..t..j.主

義き札た九 P之元非特異身千島今不足イネ（はえ） とす

る。そ L で×を V ょの的t件厨手、 E を v.）：..， の

μ氏以川今竹島ぬ，.-e,rMN仰 と L :it:= (xrr.-1。sJI＜川

τ：＝ (X九－20 E勺 と ι、いたとき

zn..-1 
－一一一一〉九一3 f つ を＞0 f十 l

がや以 ＇） rミ守てやるとする。 l rも八を句m〆M.c

じM品作品 加 iE iの 空ていない州ぷ句d-V.料 ていコ失の千全

4キを み たすヒする。

｛叫 んやν 工叫（弘）＝ 九；

(b) if..t ，， γ ょの仰何卒弓 μふ必心バ~ D ~ u凡~J.

しない， b ち D の仰仇ムヂプ（D) ｛） 攻ゑ l歩十ご

1'I.. -1 ) 

(c）γ ーにめ会協同 t1- ~ ~叫ぬん匂M- D t：対 して t 

ぬん tY'p(A~ ） 豆長ト十 I ; 

(4.) 111'-M 内ー触る 11. ふAえぬA..~e乙叫ん~ 0 
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このビモ務 q の泊才意 11 シ文の ft多重もも正明する

ミ k で、ある

う乏徒 （5・I) : 問主 v ）；. の作文の Mル品川与併以μ

ん凶μもとす否。 そ L て

o( : = （｛気ーJ)! +1）悦ー立で 11-2. （）し之

ヨ＋
 

桐
山

F
一川

β：＝ 

主あ‘く。 1!! l ti._：：：：：（）（勺昔、フゲ：：：：： ( x問。 M。e）. えに

Q,(/I.): = 1 -+ ｛モ（仰叫＋け（叫十β十1）｝日（σ＋ol・,t化 j

旨あ、く k き

ど（ /Vl＋ルX-E）ミえ0( tvf十州） -J_ • .t . Q, Jll .. .) 

が仕えの M 入匂dぽム勾札 /l,.. iミ式ずし 7 ぷ~クんフ e

~長室 （ S. I）を急止明す 3 た何／之、 まずいエ交のよう

手こと毛考える：

A の t 先生え

すフす 。 1g l, 

f!'t.d ~ t 

主仰み帆£仏勾仰 の 求p ~~：。 D＂・と書きゑ

Do 'A~ルピ し 。、フ芝；：：：~ D "'' を Aφ

する。 そござψ イ会えの附出炉ルeん均8ル

戸町
uつ－qJ
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.IL をヒヅ

( , _, : == M十ノレX

l T.A := rv1 ＋ルX 一三二。 D~ ( 0壬A 孟ω 〉

工私、く・ 之のヒ冬 l,¢ ::::. f 4-1 - D ..<} I ＝ 予主翼す~ t 

。→匂v（五）→ C9vくい）→%（五－／ /pA）→O r~o..-ct; 

ずらんキ蜘ぷぷ1-以 A¥.C£.

。→ H0<l..c）→Ho （τ：。ベ〉→ H0(D,(J_,てd-1/D-<1 ）→ー－－

を~~る。よヲで

で（TA)- f....0（~－1 ） 守孔0< DA_, 74-1 / D,,) ;? 0 • 

これ を A=oノ／ノ・一， CN Iとフいで ~tl をとれ 11''

l.,o(T") _ 1.._.o(f_，） 十 z,A二-f....0(DAノらlID-a) 6 0 0 

、、、、、、 てホ T_, ＝＝ 同十ノレx,TIN～ M十ノレX-E

当《去よも 4号る。

なのて、シえのみ

(5.2.): 1',,o （ 何十ゐx －~） 言 え0 (/vi十'1-X)- 2：ごどじら·~ ~・t仏）
～ーも， ，，，・

そとでいえ二ぇocら.IL,ID.A) iょ。、ら好j后するご

~ 11"'' d 委 l之宮フてぐる． そのために、ゃくっ

F のさ 詳 翁毒する．

ネ議是主｛怠 3): W を？防相、d な疋〉夫元取恥匂ネゑィふ（住ユ〉
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4与え

~ L 、 A を W .l:. (1'/ (Aり＞ 0 υ 疋す似.hl.Q.

4屯必吋 2ゐ叫Uし IS子とす否。 また z ~ w L の

仏成必し I~ .J 1' . 何万＞I 1る J五登殺 7干し代文ずして、

｜帆Z／ が、全て、、な＜ ~ f /x-e.J. W»引~志 t たす〉 L tv' t 

μ庁レUJ.. て、、品俗机伊4必されないどす否。 受？にるし

め ~ jl.委文 r i之支才し て

γ ・（A.e）ミ （A.R.-1。Z)

ド治；リたつとす答。 このと~ (JIナI)v-A -Z It 

仰仏ル必必足 τl~ ~ノ l.f '? J イ生えの伊均’d ら
ft・Nh_ 1J全身ヂド W/-7' W ( f Ji. l W/ It門以何時叫μ
と、 wiのイ毛走、の以叫’d年ゅん ωいんωυ
D，ノヘ－－・ ) D1-1 l之灼 L で、 y叉 η ヂ~式、 ti" A / Aつ。

加！十I）γ pil'(A) － 山）） 0 D，。九0 ・＂ D.£-1）孟 0 • 

( 5". 3）のき正明： 2主主f： この 5均て” 11. A -P＇＇、更に W

よ Mψ仏 て‘、正）ヲ／ととイ~fl. 1 ~ 0 このとき‘ょの

(5、 3 ） の~仇何i IJ＇＇、i L 
ー γf(Aり

eoー とお）＜
i' 

いこと E示そう。 そよてホ

受｛ミ、各三〉／字る整委文 3をど

Y、 主＝( J. ! .ナ I）手どあ1 く。 このとで

χ（W; ~v-A) = ぜ0IJ .e.すぞt~i.づ十・ー 十e,e• 
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{.., fJ' t ( （ザ A).t）主 （( v-A）ト 1oZ) 1＝；，主免、す否ヒ

れミ（（サA~1oZ) > (CザA)R-1。Z)
v j_f i_！十／

縫ってゆ／ ／ごより eo伊.f.＞（（例ハ1

~3 

こ多 Dψ、l面」εヒ幸 J：： 与の 1；.；文点； Gのでい 4仰柑Jz.. 

~比五M吋をフげれえて 6 不す毛 11 I;＇わら♀

、、。ょ、で

メ（院事v-A)> ( c~v-A ）ペ ＿！＿ z ） 十 1.,-/0
i！ナI I 

-~ g沙／ ょっ 、 Aめ旬〆州島ぶかる Jビ（W＿， 与v-A)

＝ 4し。（~l／.バ）． みえ／亡

4し。（ ~v-A) > ( c ~ lfA) R.-I。s-z）十 .l-I －一一 φ，

さて Bを l~2 jの J 角支えふとす 3芝 、 ゲ瓦定ょう．

8～ルψ の~泌をイ史、、、 B ;; h恨ん~必心ιc..ui<. • 

ここてい え。 （~vA -8 Jキ 0一一＠ を dι4・1 す~ 0 

苛五豆珠玉っ。、フでえ0( ~ 1.rA -B) = o をほ~する。

之のピちん~押a..d~ぱ

。→ H0('ivA -B J→Ho（がv-A）→行。（B,(fl.vA)/a）→一一

台、らえ0（事v-A）；豆 -t.,,0( B; （~irA)J B J を 4若手。 とこラ f

与汐 I＇ζ よ ＇） 、 B i手身ti多~朋 p( H0( 8.1 ( ~vAノIB)) iこ

ωゐM今と Lτ ~d. され、~ ＇（）づい D、t,;~ 

4学前哨ふ叫 Jユ -tiまれない。 よヲ才（材泡
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づえ4

(4, 3）と l司才j_t：. して）

｛（年v-A)i-1 o 8）寸 .R-／ミえ。（叱 （~v-A)IB) fさえ勺vA))

を1寄る 9、、、、 こ点 IJ. cf) l之 fi_ L 不合壬星。 品交代＠ iJ ,,, 

ぶ ヲ た つ。 ~v-A へJ B十F ( e,問、 v~ 十 I) ~ v-A～ 

手2十 F）をみたすようを ぜ十品何 μ吋俳t F f、停

仰いて、、（λ！十I）γA-Z ti•、問~－件んと

な5 ミと let 8月らか 。

i全半 2 : いよいよ－ ~交の吟合 E 考え吾。 そこ

てや WIょの伽サム CM也ぃ l"i],J. H1をひとづ固定する。

ν＝： I/ ；；..） 一勧／ご幻 Lて A;:＝〆（A）→す叶／ヒ ι、いたヒ

冬、 ν A~ -P＇＇、WIよめか〆ι 仏ぬbレ 1:51手て簡易手こと

l三子主えする。 を~ 0 を｛ 壬 案 、 に ひ ど づ lfJ定 Lよ

フ。 このヒで Y湾〉／と すれば、

与三・（（〆A；）；＿） 一（（ジ必）トIof切）

= ( ( v-+ £;. (A 1) - ( A .t-1 ci z ) ) .〆ー／十字ア仰向
2 0 

して S.teヂ f iミよツ、 w乞の仕えの似祐司’d 今
作ん ω仇~.仰 D，ノ Dユノ・ ） D.£-1 I之対 L て

( { (l!+I ）守主・（ジA~ ） - p"(Z)}0 D, eレ…oふ）主 o
tJ ＇~ ~ :t.す？ 0 とよて、、 ν→十何とする之と／ミムク
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( ( O!+I ）·（γω取J-f~）） 。 D, "D.2。－--• 0 ル1）ミ 0

を4場る。 更tJ-:. E→O K してふ的る不毛（1'J' fイ号

る。 ~· E. J). 

ネ高遜 （5'.り： 各必ι｛o，， ι...ノ VJ} I-: it L て． ρ~t ~ 品科~

h仰 lAIp..，の~~のゆ旬叫~ぇぷ~どす否。 また，

Tt4: o： ーク ［）~ f ?LAおは,lfYz.句えぬ仰とす否。 このとき

攻のこど f、ふクたフ。

fり ぬ ：＝Tr0A ( A'l>-4ル） t' 7 A：：＝＝ がんど名’ぐとき

A： の四μμι~A；，， γtvi- It 仰..u.tu-仇Jをぷたない・

ω 長。（D-<J,, Tcーl／ん〉豆長0（ ば~ rt｝（万，JI D-<1 >). 

（υ Z..o＊ を/14:VIV!. のー舟ええとする。 愛／ごが；ご

rrJ( XI p＿，，） ヒあ、くど冬‘（（十I)！ナ I) '£: X} -z: I手段f

L で、、 p.o.u-.~ －ψω ． 

（夕、仰の言」五 9月： (a.ん(h)／~ 19~ らす、立ので、、 （ c.）のみぎ考

える。 AAのー島文えを ZAヒナ 3 とさ．

(Z＿｝・（X｝）川 j壬 （Tr,/(ZA ） 。 ~..，（ × ／ pA)n-2-)

= ( Po II>-a。（x I D--0 )11--i.) = ( Do ・P.ao×日j

孟 （Po・2.1,’：。九 0 xn-.2.ノ＝ ( Do o E o X11-－う

ハu
q
u
 

qu 
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ぎ（Eユo x?'t勺 〔γE..<A aw:ル....d.Acali守イ十必ぺ〕

＝で壬で（ D~ o xn-1) == C-( （×：）） 悦ーI) ‘ーー．、 <J>

、ー、、 ず次のヱつの 2夢合 jζ わ ttて考える。

(CML1） ’礼三 3. こ の ヒ モ It m >>I cして

ぬふ斗（歪i吋， J ミルエバ刻）＝ th＇~ 1 ..... （札）＝引き2

てIあちこ主力、ら i椛 z：い'1- p~cAJ!. て、白山伊U でれな、、。

扶 i之浦主主 （S'.、討 を伶 うピ 、 <J) 試がら（｛削~！十1） ぞ~＊－z:

はえよで ~rk-1f-c}(.い£．

(Cb-AL之） n= 2. この l 冬 i主ぬ n畑叫ψふん ω しザモヒ

な ＇） 、 L かも D＿： ょて、、~~ヒ毛ヒ

~ (Z/) = ( Z；・（×引い） ［・： い之）

三モ （( Xj）九ー＇） f：・③〕

＝モ U守 （~＊） ＜ で （(n-1) ！十I）ぬ手 （X,/)

ず彦三うたっ何で、 ヤ日 'l （（削）！す I ） で x~￥ -z：はぱ

よて、、伊ゅーザヂル． a_. E. D. 

補足皇（日）： すぐてのぷ （o三4壬札一I) lてえ干して

( C ')1..-t) ~ + I ）～~－＇（（z］） 九イーl 。 ex；）勺

ミ（( Z-a~ ）ヤ＇） 三五三~-1t--f3 

v総‘~ f；. 勺ー
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今勺

( 5"・、5）のも£矧： 1）るねの九等ふ；をまず足す・補

勉 （S"，、村の（c) ＇＇＂ょう、 (c1t -(} ! + I ） で x~＊ - 2} it o: ...t.で

凶刈b・4ぇ必1点。 は J: ~ l （凶作 n-1)Iミ対 l て

（（礼ベ）f-tl)℃（〔zj)"--i-1。 （~＊Ji） 三 （(z,l）‘－l・（Xo#) 1-'-1) ~ 

と れ毛 く？返し j司いで、

〔l削）いI），・ザ｛(2}Jn－肘・＜x｝；－＜－） 孟（(n.-l)f 十1 ）れで＜＇－1(tz~"F)'>f.？＜.~ (x）＇）“） 

~一一－孟 （ （~，（）＊） ヤ＇）d

三）攻 iて 2 巻邑の平等 A 毛示す。 N：＝~も八心ヒ事、

く主台、39 条件 （c) e、ら
ム n-1

Iv ? ーヱァ一一 + I ⑨ - 'TL'+ I 

，き歪AJ : D，（）$→p＂＇ を宅えた ビで、 ZJI~ /1.：，九（＝

（~ ll U;ド（叫）今 J 誕生えて哨あり、 また工~ι （有） It 

;pNめゆか立も匂仇体問 にもメるまれないので

N くねら”（工凧晶子（歪YI.a＊）） 十ヤl三（("z,/)nつ十 日 一一＠．

q;，⑤ょツお B月すペ”を L 脅 迫 の J千警ぷが、急易 lミ

$；..てくる。 ~ £:. D. 

5主党： 材、勉作‘ 3) i正案 It V .6 ＇＂ 伽叫疋ても·~ < てt;)c' 

クたフのてい N ：：：ル，ot..;1.A壬（/1.4[n-1J) ＋十2 ＝ 

ぐ（Zl)?1..-Ij十九ー£ C~f. り 1 ＜~‘り）． ごれ (J' ~ ＜！） ρ刊才、‘

つ』qu
 

つd



チ2

てくるので、 L の 2.) I) るp少の？tl訟になゥでい否。

でて o； を刈仏九a}_~や歪｛ 1{/ （私 10~ ＞ 1 のいヂムの

仰い~·~ヒ L 、ね： D；→しを mふ~ fPl.ザl~

遣する、（住し、 irr}C寸：。－IIp~ ） I ＝併のときは D.S= D-4_, 
~~ = iol D-4 ~ "J;、く〉．受 i之 x;:= P: c x.: > _, z;: = 

P,(J"(Z4~ ）） 2..., ：＝げIzず（~－11 D~ ） Iど志・く と き 、 争高芝皐

(5、学）t i司亭柔 iζ 決めとモド以うたっ p

（久） 2,.6,,叫こキ語、 J ヌ It.2..-o，同ぺ j手仇A 仲仏止モ最た lj 九

(b) y；を 2＂＇川化の J 紋えとす 5 ヒ （i! L Z／.ちゅ乞

ーやのとをはじ ＝ 0 と訟く ）J 平等ぷ

ど（D -6,) -r;,_, I D..1 ）孟 1(o (yj) :c"' Aツたフ。

今 （S、三）;!t..,、の ｛0(D-4-> IユペiD-6 ）をよずらも号帰す~ T: 

め l之、米のユつの問題を考える。

〈工） ずでる 下 良 リ 小 さ い .i1.整 数 冷 （a壬〈三ト3）て、、

( y＿：ーなz；。 ＜z.：）九（x，：）償十之）く C

f );-Fご すものをみ、、 rゴ、 -tt。

〈立〕 ( y; 0 ( z: )'Yt-l） の I/J: ¥."oυ ょ F良をみフげよ e

qa 
n
J
 

q
u
 



ダア

こクいう問題を考えるのは‘〉だめよ 7~材慰

f ,J, ぜ~ ＇／）、らで、あ 3 。

ネ前Jj（ふ幻： £整委丈吟 （o重ピ重火－3) カ刊

( Y，／－ ν~· z：。（Zj)t'。（Xj) n－，＜，＇ぺ）く O

E社たしたヒする。 このどを

じ（I>~ ，） ~－i/ [)/.) ）三ぬλ・ール3・（Y./ 0 ( zj y1.-i.) 十 I-

一③

(S、りの議』五 8月： Di のよて、、え~列

。→／イo(y;->&.z，；）→H0<r：＞→付。（z；（~），. Y.:1z;(JJJ）→… 

毛考え否。 f!!!..L zj ＜がと ItI弓’z:t ~ －絞えを案、

ロネするとする．⑤を¢’＝o のときた必 Jf} Lて、

( Y，／ーゼ2:• ( x;) >1.-2) < o o'" ~手品れ 5 ので、、 ぇ0t(/-JJ,,・Z;)

= 0 0 1ilヲて

£。（'f：足元0( z,: (Jio).) y_: I z;rJJo)). 

以 τムム4ふみ＜. Iこ

{o(y，：）三えo(z；（νん Y;Jz;c〆J
重点。fz.:cvo）’乙／（νl) .) y.: J z.a ()Jo ) " z: (),JI ) ) 

三式。ぐZj(v.山2:()J，）・oZJ<11t_3)1 Y:/Zj(v0)o2j（川）• •. 0 zj(Jln-$)). 

4
 

q
u
 

つd
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D_: It~伽ぷなので c:= 2：（ν。）・z.:<JJ,)t>－ーZf(JJn-3) IJ"杵をも

実也縁＇（ lて ヒれ、 {o(c} Y.:1c＞壬ぬきc(Yf1cJ寸し

. { o ( D.c J 1：。－Ij Dο ）三 ~o(yj） 三－（o ( c; y;I c〕

壬竹c（じ le）寸 1= ( 2，／（ジo)oム／（〆，）0--・ • z;c的 ）oy;ノ 什

＝ ν。・).11’‘ ・ぬ－3 ( 'J；。／。 (z,t ;"n.-2.) 十 1 • Q..E.J/. 

そこ ・（＇ （工）｝ （ 立j の問題~ ~f こう。 で＝(X')¥-1" f-つ
〉りであク，ーい帆 ~~·u),ら句ゃんい

て。、 1)-i (i=J,,2ノ“ノ ω ）のイ~ 5のつ IJJ f 、／山手 2

らと y r えて、

｛ぇ：；lD...c.・ 0 DA 0 ）♂－1) > 0 J -4 :::I／~·－－，， W _, －一一⑦

r、ぷクたづょう iζγ きる。（小手［ 6 j p, 63補題吹り

と l司キゑめ議会命て、、て、、き否 d ) 

滅失主 （S、7）~ /.) ~ {0,1り－ .J w｝モイ金支、ヒす毛ロ このヒ

モ Pえの年寄会~ tJ'C'＇以リたつ e

い） ( Y.／。（Xj)n-2.）三（OA D Mt/1.X。x-n-i.）壬グ寺川久

(h) er：。（zj)'i.o (X,／）叫『勺毛｛（（悦ーI)！寸1）℃j<(y；・rx:>-n-2) 
壬｛（〈刷Jr寸I）でJ,・_ （円 d・1ル）， 4’zら／，）・－－， n.-2,

に
dq

d
 

q
d
 



さi

(5、りの依田月： Yi= o の と手 118月ら -/J' 'lのでや，

y，： ヰ O ど仏えす~ 0 

（り （'f i 0 （κ：＞η 

= ( 店o0 7シ－I"X穴－2)= ( D.c o M千なX-2：ご；jρ4’ 0 x汽a之） 

壬 ( D，（） 。刊十.ll.X0 xηー之） よ：・＠コ

三 ｛三二鳥 OM十-1X " X n-2.) = ( E" M守化x() x"'-2）之町村・40

<b) X}) Y,/, z；がい 叫d州 φAe である之

主 iミ注文する。 r Z‘稀懸（ιりの（C) Iζ より、

( (11.-1} ！キ1）で芯ー誌はじ；ょの凶ぷかイ争必ペ似点札

(cf. ( ~. 3)) - よ勺て

(Y}o(2~＇）九 （x.；）ぃ－1) 三 （ ('J?.-/) ！十I） で （~＇・ （z,/ )"' '-t, <X.: ）＂＇＇··十~.

1帆kcitん.eI亡丈守主主して

(Yi・（-z；）九＜x;/1.－.＜.・－うぷ（（ヤI)!t 1）ザ（y；。＜X:）日）。

とれ、（久）から、 （b） のゐそのぷのキ等去よも t''~ 0 

Q... E. D. 

特廷は.8) ~ すペ、、てのギ＝ 0) '" . -.I f'l.-2 ／＇：.れ Lて次 η

三 l11＂＂ さおりたっ：

え〉机リ＝キ ( Y；－～z：・（Zム）ι。（〉〈よ）ゃん＇－2.）く （） . 

j包 L‘ o/.I/J dJ j£ 会 11 台・ 4-0 をえよ。

po 
qa 

q
d
 



5"2 

( s-.、8）の弘明：補廷は‘ 7） の（』）Iこより．

〔y；・（Zf)lo(x；；礼十之）三｛（〈附〉！キ I）モre:.（門付·A)•

ー為、百 ＝!'/(z:), X:= P./(X,,/)J <b.号九＝Iに立美、する

と、対泡 （$＂，、幻によリ、 一・

＝チ寸一－ n+3 
( (z；）~＋ Iベバゾィ－.z ） 三

い’｛削~! -t I Jで ｝~ 噌づ

ミれから え〉吠九＋ (3 のとも （Y：－九・z,t・（ZJメ（孫子力
く oIJ '" G.えったつこと i手 8月らず． Q.. E. D. 

以よ、浦港（広りて：＇＇ ／＼~足皇（工 ） tJ'" A~ 決 L 、 また補急

〈ι7）のくb）て、－＜.＇.＝九－2 ~ －；.，、くとと代よフて

( Y.／・（Zj）特急）壬《（?t-1）！十1）古 ｝n.-2.・｛グ＋付九）…－⑧

ず、4署長れ、 鳥島遜 （lI.）も解 決 Lた。 そミてゆ、、ょ、、

ょ免 法 （5"‘I）をき正明しょ フ。

( 5'、けのき正 'tift: 補廷は、6） およ炉、補懇 （S".8) Iミよリ

{ 0 ( D .<J .I !,_, I D.() ）壬 （oui.守9十I）日〈γj0 （~＇） n.－之）十 1

三 Q.1（化）＿， 〔γ＠〕 P

之と で Q.,仇｝のをきht-;. p.1-0 をえよ。 よ ヲ て 、 手

筈ぶ （s、2）を考践すると、

4し。（門＋.ll-X -E) ~ -t 0 （刈＋ノLメ）ー w.Q, (-1..) • 

門

t
円
ベ

U
円
ペ
リ



よ3

-t、 VJ rt v ょのふωレ匂ぬ蜘~A ( c;;/E／） のt 鍛

えの~点p&. ＂＇勾も ζ ぬた句咋側飢えの委文であるので、
w ~ (E。X11.-I) = d... .,t • 以 i之え娃 （S.、I) t;がた良子、ち iミ従

フ。
~. ~. /). 
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5"/f. 

j {, P附千斗 Mぃ 1~レ

この S で iま （:2、I） のま乙毛モ 1史う。 ?..Pち 仏処（長）

= 0) 昔、づ V を長ょうE義 さ れ た れ 波 元 持 者 守 裏

取れ勾橡イヰヒ L 、 X を V ょのイ毛葉、の Mψム四チ

とするに－. '8た． このとき，トヰの治必定授から、

帆を j1;,笹毒支ヒする芝、

長プ（V:,KvtmX) ＝ χ （~ Kv十悦X)= (-1)札応（iろ国mX)

= do・m悦－ d...，・悦n-1→・九.WI.負－2.- ..一 守←I)'11.-/dn-1 . nt.十←l)?t4)t

う呈しんこ以り／例！/ d..1 ＝一 ｛Kv"xn-l)/2・（ヤJ)f) 。

そとてや ;f;.整孝之 U 毛 3 -&-1キ

u ~ 九十之J

ど（V:, Kv十uX)/' Rよ（七）／ ( ＜： 千.(1. 'I)),,, 

ぞれ－11ηf十｜ ':;::> -n-3 

をみたすようにひとフ II)えす否、 1!!. L t = 

(I.九九 Kv千u.X)/(X勺。 こうい う u'/) ＇＂ど杭ぷの I:,

{ {o何 …）＝ μ 花一 d “鈍叶

R.t （“） ＝石fu“九寸仇匂似ム似チ μ 

lこ品、いて d.o~ __:!_ > _!iー ている 3 とどかる明~ t;二
nf nt十l

L iJ' t ぞういう同を穴 J do/ d.1/ ・ ー ノ d九た愉 /1 I~ よ 3

339一



ょg

多えど Lて Ji_ペ、、る こ旨 iごオ奏、す否。

をて 、 、、 ェ 、、 主 ~多星 （ 3 、 i),) 件、 9)" (S. /) {_ i史、 τ

史認（之、 I} ( ；，、よか申込免（之、エ））を弘晴する・

(2、I）めゑ£日月： E = Kν十はXヒ名、く 。 之内とき 、 仏

三仇 t2. なのでを娃句、 I) Iこよフて、 E は仇t4
~，， ℃：＝ ( xn-2.,. E勺 7 0 . L i'' t オ：＝{Kv十札X0Xn》依り

主 1 tJ''' ~え ＇J 1：：. 勺 ミヒ v：. 予孟免する。 そ ζ て明、 ゑ

主主（今、竹内 5" .ffe.:件をみたすようなふみUJtAMゐヂ私物、

JL f /E iドら払す 3・以 tミ 免 措 （$＂、1）を IVl= E 

= Kv刊 X の ヒ ミ に 直 j羽す否ヒ．似〉咋Aが凶

ム勾札化｛之えすして

どい沃）G -fv0(1<v+(u.t化〉〉え）-d・-C・G..,t叫 －一一＠ノ

4生 L <J.., （化）l 1. ノしの （悦ー1）》免タタエヲL式て申、互の 4るをえ t手．

r/...) 't） ’汎， ε（.：.＇＇11 Iてよる巻ス． ミミ τd d = 17..!・do J 

ド u－背骨パりたい F i之 注 文 ． れ

どいくv"+(IA＋んJX)-d.・,t. Q., (1,) 

＝（ーI）九疋 （v,, -(llす/J..)x) -ol ・ ;t -a., ｛付

= l((V:"'LX) - Cら（ノ乙ノ . c,, 

ハU
S
当

円
、

u



5"b 

う空し、 Gしみ（化）: = d.・,t,. Q, (//.) ＋χ（V;化X）ー（斗戸ぇ（冗ー（財./2.）λj

－品えねゐ〉十玄ム々必ー（ ーl/n2,二。む（ー附化｝）ど

- I 化の（汽ーI) シ支与ェ＇－ A でその像伝 I~ do,. of1,. --・) 

＼一弘～ C',.n 1:ζ、11 によるを'K.t. G:フている I 

主二ち命、、、立美、 （f.‘マ）Iミょっ、

。くで ＝(X礼九 E2）三（X勺・ （{xn-1。E)/(X11）ナ＝ c:i·z~ 

L って、制k吋~らおヂゐ化 iミれ L て

Gしぇ （ノし） ~ Q.. (1. .. ) ー’‘、 ③ 

t ・1j_ る与うな -1.. の（十iノ攻勾域諸jQ_（生）（＇‘ そ φ

イ弘幸文 I;,,, rJ.. 0 / d l,1 -- .） 札九ノ礼 t~：＂ It Iミよるをえに与る よう

1ふ も の ドあるー 系後 iミむ，.＠，） ③ i三ょっ

ど（-i-X) 6 戸~（ v,) ~x) - Q..仇）

が、~りたう．弘明。守、李冬フた。 GL E. P. 

(2、之〉のも正明： E ＝ユ （~ν すは X), M ＝ん＋ 2UX i- Z、

で、 支L多重（ユ、 I） ヒ全く i司手＊i之主.；！.8月ずきる。

Gし E.D. 
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もつ、 A仲祢ぶめ（工）．

この て、、＇~π ご 3 tJ、づ必aA..（＊）ご p:> tJ とする。

そ て、 ζ のう： 4守の 6 ヒ iミえゑ皇位、 I) のよう 立こ

~ f)いぶりたっ治、どう f を考える。

そζ てや V を長，L 受義之れた 3 ／.ええ特 3き要射

も？p主主体 .） x を γ ょの Mι〆乙 I~ 寺とする。

d.. = (x3)/ ；＝（んoxりとおき、 また（手、テ）めま乙号

~ 1長フて（九：： 3生代人し て〉

R3' r化）三手ぷ守｛山十）ぷ今以化 ＋3

1 色、〈。支 l~ -1.. の之〉欠点 P{"LJ乏

p ( ./£.) : := J 5'" ,,z_2. （） ナ/fd,十I）毛（＇十手cl_）十 -1.：・4

キず（3寸4-d.）十 3キホア（＠γ）-{3(t;v) 

で定まする。 弘、佐の 活字季 rt＞失の足長室を 5とすミ

工てやめ 3。

免主主 （7、I)= 五稜養失化ザピ（--tX) > R. Jit: （化）モみたす

工す~ 0 このヒで｛之（~X ） 壬 p(."1) 0 
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み（7.、工）： 五管季文化毛不警；：＼＇、

t。（-1-X)>Rfr心．．．‘＠ノ X(v：，化X)/ R.3"/:r化）十 P仇〉．－、．

I;'" j司βすl亡 4介たさオt るよラ／ごとフ fご t で（と 3

いフノz.. IJ＇＇、とれるの 11、 4コジ／のとでたえo(/l.X)== 

仰巧以）＝ず/l...3+・-. ド、ふクたっこ r.t ク回月ら F ), 

この Z つの不等 .A,; Iよえ＇（(9y） を（伐フてえ咋J-t.・匂）

を）不変 j之； ~よク宇 （ vうx） の心作川砂利て、＼

1 ff，たれる。

（収、 I）キ）（マ‘之）め私明： Jζ （V；化X）の愛称手支 1）、主。、ら

＠ぷ＂／； '" .）：：.. のょう主吋悦帆ぷ匂干しで i~ たれている三

z: 1 J. e）~ ら合、 ρ そこでず（CT) -!,._3 r白y）を保つよ会な

(V-' X) め件ιωえ乙μ 五ゐ干し およ U'"pゆ時~v.ぷ1h. で φ~-t·

Oザ｛J.、とれ るミ之を走、ぜ iどよい。

手ず （y-' X） のこのよう~~ゐ~（γ； XI） を号

にる． 二の E 更 の~ ;1主王室 （7、けから f...2（化X）壬れの

がま主うたち、約"Z--X）の情Mレ砂州ぬル以志きょっ、

孔代化X／） 壬-t（＇｛包X）壬f(／：し）。 Ol.コて

R／（ル）斗 P（化）＜託（γJは ）= x (v：ゐXつ
三九。（--2-X1)＋仁（化XI) ~ -t..し。｛／／...XI）今p｛，ん）．
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5"9 

与ヮて乱。（花 X1)>Rf （化）モ得る。

-"1 む A F件以'd'.u.劫比でfJ..たれる之官 i主、

ピ（化孔）の岬仰心礼ωふ川何 よ り eAら刀、。 Q.E.I>. 

い J いよ定 ~1. (7・けの鮮明 iご Jエいる。 定多皇

('I、ljのま正明 :r？去三 rt 乏 ~l (2.、1) めそ h と似 F よヲ

ている

｛？、 I）の弘四月： 主主字 1: E== ..zXとおく e とのを毛

主： == (xn-10 E)/(x町三んがな え ＇） ｛：：..ち、 しかもも？仇冷

> R/Cゐj て、、あ志のでえ長室 （~， りの会 14 pU),帆 ／EJ~ 

R3it.（りを与たす。 よヲていX／の過当♀ μ叫札

~み仙人ド ra- if.与して、免多重（今、りの s-~ 1斗f吟

（ψ／ （ι）／ (J..）ノ（色）をみたす。 そミてや 11の t 鳥文孔を

ルム£仏切4 のが玄二%ヒ華全ゑわす。 イ旦 L

Do E /l.跳ん Z二Dどを A の f/'}C-e d. M とすム

{ /_, '"' Kv 

TA：ごん一三二九‘ (oぎ必 w)

とぢき、 f,,o= TA-I -D-<I ＇こ dえすると、受盆 J!.J

。一歩 αγ（九j→θv＜万J→匂dfゐ ／PA）→o

A斗
A

A
ι
I
 

qu 



60 

からん"1'1-f~~d泌が物t必

。→H0f/A）→Ho（五－I）→向。（／）A.) -,;_,, D,()) 

→H ’（~） → H’ f刀－1 ） → I肺 d → 0

~ ~手~ 0 J!. l, . ば i草加私以~： H匂－1 ）ぅ H'(l>.4,, ?;;-1／ゐ）

工 ず否。 よヲ τ

{0(TA) --{0(1A-1）ナi,o( !>4_, Ta-I/ I>~ ） --{I （刀 jナグ(-c,_,) 

ごぬんぐIMば）孟 o.

との不写 A を dご応ん・・，， w ＇~ヲいでゑσ 毛とれ／ず

i."(Tw）ー｛o（て，） ＋五二二-to（らJ D→l仏）ー前Tw＞十-t..＇（てi>主o.

こず T_,=Kv ずつア＂＂ "'"'kv－みX Iご 5主索、す 3 ヒ

長。（kν－.12,X）ナ ｛＇（ Kv）一式。（kv）サζ二-lo（九,I ~・I Ip.., ) 

°? /..,1(Kv-4X). 

よヲで 5~ oC.c.c.A..ふ；今 1－：：. よ リ

ど（KvールX）寸が（(pV)-{ 3( q,.> + 2,.4~0 ・/,_,°( /)4_,, '-4-1 I pA ) 

~ {,2(-1-X) -----R 

~牢 Z ：各 .-a f { o,, I，， ・・・，， wい対し、相ル'lf,o.J..~ 毛t I D.d 

m今岬ιを向ωヂル今えし五も （／） ！＞］ 毛ひヒ勺 lil廷

しておく e またら： ／）A~ → ／）.（） を担保な恥悪ちヒする．

安にん：＝ 7ト／）4( 11.，，.札） 会l フ ~： ：ご cr/(A..d > と~· ＜じさ

ロd4
 

qベ
U



6 I 

川M..,Mゐ W比八：， v叫 i志台'4€

パ：，，vr:vi.のー鍛え

〈

z；と
八；のi司ff<./';'; 工補足基 （5、if)

し、て身、、、。t1 7ミt 判；~毛

（補足長者
＼ との． どあ、x"K. = ＝π／（×Ip_.,) また

￥点；不苓（ぁ 5）に O' Jフ

＠ 

4ζ 
中
少
品
「－Y

 

4
5
4
H
 

μ月

〉( z,()"' ,. ~Ii ) 

てと
、、、4安うフ

A

仏一タ

よしを急」五回月

正務委文

~，，，~、ク

主す＼イ4売の

ムム工m.,（ 至i凧zJ／） 孟ぬん ］；－；.、（歪11~ ） = 2 

弘元：川；の弘兎 iミぶ

川凶作d札。

。言毛仮定す( :z:.；。 X，／） 毛

てしザし ／こ か

の！”i-Z1f 

(z} 0 x_/) 

補題 ｛S,3)

てヲてのた フ

く安 I::I ;tム叫んιι必ι舟文え

主にくな）主） ク

z:.o＊ははよ仰心政令

~/2, rz: .. x:J孟 （rzJ円。

会ぐ J司ヂ＊i之

によで、

／広~－ 41-叫九。

のーフfζ り戸、肺必J

トきだ－ Z4* 

特 c私ペ からでいあ喜立ぬん仏杭

の~~少三
b 之

主ぬふ叫んーi主すノ

管A'Ii A -JJ"" Ji.王室件、守）

吉良 I 

2) の( S"、！；）の言正明

( (z｝）勺

』Pや、Z
J
 

余 4千 c）を~ 不最後のぅ邑し

~~A号、

き礼（z.,l・X｝） ミ宇．
i立音ええの 4五え〔z}'o x,l）三号

＠も 4号る。

フ。た歩、らるL、てしみた

ネしlミ瓦

F
h
v
 

A
斗
Aつd

てヲよ

れ

合成。

、、，



らz

~ 3: 2..c?: = tc1 （~－ii D .. ）とおき、 '(.<)'f を乙A叫のー角支

元三 すし くう旦し、乙Aル，＝今のとき 11 y~'I( = 0 と品、

く。） ミミず Y1~＇＂ ぱょで ω以,..d,..’d与 1{ecAi.いて、、み

る之、、う とを／：法発する。 きて、 ぐ表面題（.；－， 7) j之

か わる〕不等久

( Yl 0 z＿：） 三 3 )L (J十悦＋ I）・（Y}oXJ) 一一－＠

を不 当 タ 。 手す仏、 （x ・Po・DA))== ( XA 。 ~＊（ 凡 l D，））茎 （＇x}・o2J) 

1ミょう

( x "1i.,X 0 D~ ） = ( X 0凡・ら ＞+ z~： c x. ［）~ 0 九）

ミ ex：。z：＞ 十ん・ （X0 DA 0 ~） ふ

往しん モ l.t ＇まらの Z二。 D.f,・ にお 1t弓重キ左足 L する＠

、、、、、． で是主主 （3、I) の ( 1/i) ＇／；＇ら （ X•f).，（） ・ ｛）4 ） 孟ー （Kv-+ J X • l>-<i " X) • 

＼ ぇ ( X2o D,()) ミ(K} .. Z}) ー ( Kv+3X ・ノ~PA 0X) 

ミ＜x；。z/)-U<v＋州・ん弘。X)

さ （ ~'l<o~＊） ー （ Ki.--+ -f'X 0 /l.X 0 x) 

= ex｝・Zf)ー (j キ ~d）ノし

r~· (3、I）の {i）ユ

三 cx1・Z,o＊） ー (J＋手d.)/L・(X九 D-"') • 

ミれから （） 十字〈守 1)/l.（（江戸）:: (j 十何十 I） 必（×九 ［）A ） 三（x/·Z,~入

拡 i之、補廷は、J) Iミ よ I 、3(J ＋糾＋1)"'2·~~ -z; ，守口3

ょの fU..V.ぬ・＊必孔な必ゆかL。よコて③A；をも宅る．
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三雄チ：制定！ ( 5. 8）…、 い い ヒ Lて〉各 ...4= 

() .／ら一〉ω ／之対 Lて pえのミ どを宏、そう。 正経孝弘

')) lてオzL 了

坊主怜ヤ料）＝今 ( YJ-;μZ.／ ・ば）く。 …＠ 

尋ず、 Y.／＝。の k きは⑥ ti e,qらず屯めで、 t／気

。モ 16..fl する。受 I之、 Dどい＝I.，~··－..， w）の..宅在、

i算事ならづけが弘て、（えご；iD，（.： ・D,o• X ）ミ o o ... ＇与。

i二討にてまえワたづように L ておく （cf‘／＇.5D〕．

ミラ守色、、 ⑤ 13主T算R J1 tJ、ら毒事 iミず‘る

(YJ →Z｝ 。 ~.t ） 三（ぴ。 X｝） ー子 t刈

三（す（"14-1/04) 0 x4* ）ーヂ
＝ （κνー之江b 0 o,d , x) ーヂ
く （Kv o D4 ox）ーヂく （Kv十手Xe弘・XJーヂ
三（ψ~x 。化X0X ） ー子＝ /L (Jナ何一計三 o.

三坐 5: J ＋~~ チ l r、、正控訴てとな否 とど戸建え

してジ ：＝ 5" （行 μ十I） と高‘＜。 ミタどさ、＠ょツ、

補、滋 （5‘6ノど l司手足 Jご L て、 次の不写五＼；をイ号否。

i.,。（DAJ ~－1 / f).d ）ぎ ν（がez.i)＊） 十？．

さて. Jずワ キ O ヒす否ヒ，
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（＇（｝ ・ Z,o:r） 三 3ん〔 3 ヤ村十0 ・ （＇（~＃ 。 x:J じ＠ユ

三 3.ll. 0 + .lf.d.十！）・（7.ム。x0 ［）~） 

＝ 3ぺ， (jt伴氏十I)・（／（.＿，－~：；；＇弘；。 x 0 })4) 

三 3.11..(j十fd十I)・（／（IIo x o f.> A ) 

三 3な （J十何十I）・（Kν十字×。 x0 及。）．

ヒミ~ t;刊、 最下 J!l のj¥‘同信 iご間t匂必刊

勾で》 II" ta f: 矢 0草作 ~:t= 0.1.I U ずれ《ユ事念 iこも

( r:；。z(J*J三3/l. CJ十似寸 J）・（/1九州x"X 0 /)A入

手ゥて

64-

T、ある

芝よ0h, 0 ( /)4 ,> 74-1 IP.）三3υ（川出1）・｛凡例・x・5二%）＋ ω

三 ／51..2.. ( J +.If.rt.す1)2・（Jfl'd.） キ ω．

今、~ 11- ,l;,,叫 A.IV匂ぷ伽ι/1.( s; 1~x J）φ ー絞え 0 . 7>uみか

~－c:Nむを も とめ k 伽ゆ物納式のかなのず、 ω壬（。X"Xa.) 

＝λ. d.. -1＂＇言文リ T之ヲてやる。 拡 i之、

ヱニot} ( P4_. 7;ゆ ，（）） 三JS:必 （J十何十，yi.(j十似〉キ札。

三れ之①ぶから

ぜい約三乱。｛KνールX）ャfi,:J,.（らγ）ーが（臼γ）

守 15 .//..,,a..くち十 ~d.+I )2. ( j +lf.d) 十 -t・4

ーー、⑤
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三空~b: 叢後にど（KνールX） をよから許 4告しよう。

そこて、、、兵整多久 "2.. /, ＂：.唄 L 、 決の 3 つの括合 i之

)? 11 る。

（叫）ゐ〉妥バc.u.e2.) I~ ..-i.吋歩、づ ｛o（κν－/l_,x）三1j

(C>..4.t 3) Iれ汁念、 -7 (o( Kν叫~ 2,, 

亡とて、、、（句AL1） の渇令 i事 （Kv-4X "X勺＝＝ j -d.・/l. く O

で あるのず｛o( l<vールX)==O" よフて C匂A.t3） の場

令を考え石。 こ の と きは ./11:= I Kv -.-i.X I乙吉I ＜と

ど：＝んム工m.（毒11) 11 1 かえか 3 のいずれか e ー云

式。（Kv-/1.X）ーギ孟 （xJ--i. Ari:i) E：・ （.fl・3)]

三(X3）・（ ( X:l.o l<vールX)/(x3））心 ［市ι〉］

＝ ＆ （士ー必）i0 

弘文 j亡 4、の j~ tミよらず

孔。 （KvールX）壬 ti.. （会－.／／.）ι十イ

~ J 2. （き十.＋.（） + 3 r ・.・ j ~i;(~~ 1J .. 

きるJ語 句.4.f /.J .2.J 3 、、ずれの P毛 色 に e< （） 〔kv-,;z,x) 

三 f1.(J十＋d..)+ 3 がぶりたフ。 とれヒ (j)jべから

~包〔/J.-X ）全 p(_.12,)

が鋭うたち（ p（今 ）令 長春日日ワ毛 iょ〉弘明

i主矢 3 しf主。 <X..E'.0. 
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(I 0] S . Mw.: 1 弘付印刷い ω 岬 t以＆ぷ£制的，a

~愉ゅ~~砕い， b併ωし・

[11J D. lvtu,.,fyi..d; A~持叫必:.td ) la.札 3丸刈~
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